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平成２６年第１回せたな町議会定例会 第１号

平成２６年３月５日（水曜日）

○議事日程（第１号）

  １ 会議録署名議員の指名について

  ２ 会期の決定について

  ３ 諸般の報告

  ４ 行政報告

  ５ まちづくり計画調査特別委員会報告

  ６        議案第１号から議案第１１号、議案第２７号から議案第３６号を一括上程

           〔平成２６年度町政執行方針〕

           〔平成２６年度教育行政執行方針〕

           〔平成２６年度各会計予算案等に関する提案説明〕

           〔予算審査特別委員会設置・正副委員長互選〕

  ７ 議案第１２号 平成２５年度せたな町一般会計補正予算（第１５号）

８ 議案第１３号 平成２５年度せたな町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）

  ９ 議案第１４号 平成２５年度せたな町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

１０ 議案第１５号 平成２５年度せたな町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

１１ 議案第１６号 平成２５年度せたな町介護サービス事業特別会計補正予算（第４号）

１２ 議案第１７号 平成２５年度せたな町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）

１３ 議案第１８号 平成２５年度せたな町営農用水道等事業特別会計補正予算（第４号）

１４ 議案第１９号 平成２５年度せたな町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）

１５ 議案第２０号 平成２５年度せたな町風力発電事業特別会計補正予算（第１号）

１６ 議案第２１号 平成２５年度せたな町病院事業会計補正予算（第６号）

１７ 議案第２２号 せたな町障害者程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の一部

を改正する条例について

１８ 議案第２３号 せたな町行政財産使用料条例等の一部を改正する条例について

１９ 議案第２４号 定住自立圏形成協定の締結について

２０ 議案第２５号 公有水面埋立免許の出願に伴う意見について

２１ 議案第２６号 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変王する規約の協議につい

           て

○出席議員（１２名）

   １番 奥 村 喜美男 君    ２番 本 多   浩 君

   ３番 大 野 一 男 君    ４番 内 田 尊 之 君

   ５番 熊 野 主 税 君    ６番 石 原 広 務 君

   ７番 小 平   久 君    ８番 澤 田 光 子 君
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   ９番 大 湯 圓 郷 君   １０番 細 川 伸 男 君

  １１番 平 澤   等 君  １２番 菅 原 義 幸 君

  

○欠席議員（０名）

   

１．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席を求めた者は次のとおりである。

   町        長  高  橋  貞  光  君

   教 育 委 員 会 委 員 長  桝  田  道  廣  君

   農 業 委 員 会 会 長  三  上  博  則  君

   選挙管理委員会委員長  大  坪  観  誠  君

   代 表 監 査 委 員  残  間     正  君

１．町長、教育委員会委員長、農業委員会会長、選挙管理委員会委員長、代表監査委員の委任を受

け出席する説明員は次のとおりである。

（１）町長の委任を受けて出席する説明員

   副 町 長  髙  野  利  廣  君

   総 務 課 長  西  村  晋  悟  君

   財 政 課 長  髙  田     威  君

   税 務 課 長  堂  端  重  雄  君

   町 民 児 童 課 長  中  野  真  一  君

   保 健 福 祉 課 長  井  口  勝  則  君

   産 業 振 興 課 長  鎌  田  勝  幸  君

   建 設 水 道 課 長  丹  羽  光  則  君

   出 納 室 長  原  田  一  美  君

   国 保 病 院 事 務 局 長  小  林  安  晴  君

   産 業 振 興 課 参 事  下  堀     亨  君

   総 務 課 長 補 佐  髙  橋     純  君

   総 務 課 長 補 佐  中  野  俊  司  君

   財 政 課 長 補 佐  神  田     昌  君

   税 務 課 長 補 佐  丹  羽     優  君

   町 民 児 童 課 長 補 佐  樋  口     靖  君

   町 民 児 童 課 長 補 佐  佐 々 木  真 由 美  君

   保 健 福 祉 課 長 補 佐  西  田  良  子  君

   保 健 福 祉 課 長 補 佐  元  島  敬  二  君

   地域包括支援センター所長  横  川     忍  君

   産 業 振 興 課 長 補 佐  渋  田  彰  人  君

   産 業 振 興 課 長 補 佐  八  木  忠  義  君



- 3 -

   農業センター副所長  三  浦  孝  史  君

   建 設 水 道 課 長 補 佐  原        進  君

   建 設 水 道 課 長 補 佐  松  本  健  裕  君

   建 設 水 道 課 長 補 佐  尊  保  和  仁  君

   建 設 水 道 課 長 補 佐  早  川  泰  二  君

   出 納 室 長 補 佐  関     功  悦  君

   国保病院事務局次長  小 板 橋     司  君

   総 務 課 主 幹  増  田  和  彦  君

   税 務 課 主 幹  濱  口  喜  秋  君

   税 務 課 主 幹  佐 々 木  正  人  君

   町 民 児 童 課 主 幹  濱  登  幸  恵  君

   町 民 児 童 課 主 幹  坂  谷  洋  二  君

   保 健 福 祉 課 主 幹  上  野  宏  行  君

   保 健 福 祉 課 主 幹  長 内     京  君

   産 業 振 興 課 主 幹  浜  高  正  明  君

   農 業 セ ン タ ー 主 幹  沼  口  英  樹  君

   建 設 水 道 課 主 幹  上  田  一  男  君

   建 設 水 道 課 主 幹  平  田  大  輔  君

《大成総合支所》

   総 合 支 所 長  岡  崎  邦 三 郎 君

   産 業 建 設 課 長  佐  野  英  也  君

   地 域 町 民 課 長 補 佐  木  村  一  男  君

   産 業 建 設 課 長 補 佐  沖  崎  孝  純  君

   産 業 建 設 課 長 補 佐  杉  村     彰  君

  地 域 町 民 課 主 幹  中  川     譲  君

   産 業 建 設 課 主 幹  久 津 間    智  君

   国保病院大成診療所事務長  古  守  幸  治  君

《瀬棚総合支所》

   総 合 支 所 長  駒  谷  正  義  君

   産 業 建 設 課 長  福  士  裕  継  君

   養護老人ホーム三杉荘所長  新  保  修  二  君

   地 域 町 民 課 長 補 佐  萩  原  勝  幸  君

   産 業 建 設 課 長 補 佐  松  岡  義  明  君

   国保病院瀬棚診療所事務長  高  木  雅  彦  君

  地 域 町 民 課 主 幹  古  畑  英  規  君
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（２）教育委員会委員長の委任を受けて出席する説明員

   教 育 長  成  田  円  裕 君

   教育委員会事務局長  篠  塚  三 喜 郎  君

   大 成 教 育 事 務 所 長  辻     雄  一  君

   教育委員会事務局次長  横  川  洋  二  君

   瀬 棚 教 育 事 務 所 長  沖  崎  善  光  君

   教育委員会事務局主幹 上  野  朋  広  君

   教育委員会事務局主幹  丹  羽  小 百 合  君

   教育委員会事務局主幹  黒  澤  美 知 子  君

   給食センター副所長  早  川  克  紀  君

（３）農業委員会会長の委任を受けて出席する説明員

   事 務 局 長  吉  崎  照  人  君

   農 地 係 長  長  内  解  人  君

（４）選挙管理委員会委員長の委任を受けて出席する説明員

   書 記 長  西  村  晋  悟  君

   

（５）代表監査委員の委任を受けて出席する説明員

   事 務 局 長  佐 々 木  正  則  君

   事 務 局 次 長  佐  藤  英  美  君

１．本会議の事務に従事する職員は次のとおりである。

   事 務 局 長  佐 々 木  正  則  君

   事 務 局 次 長  佐  藤  英  美 君

   事 務 局 書 記 松  林     功 君
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開会 午前１０時００分

    ◎開会宣告

○議長（菅原義幸君） 皆さんおはようございます。

ただ今の出席議員１２名で全員が出席しており、定足数に達していますので平成２６年第１回せ

たな町議会定例会は成立いたしました。

よって、これより開会いたします。

    ◎開議宣告

○議長（菅原義幸君） 直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

    ◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

○議長（菅原義幸君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第１１７条の規定により、議長において３番、大野一男議員、４番、内田尊之議員を本

日の会議録署名議員に指名いたします。

なお、この指名は今定例会の会期中といたします。

    ◎日程第２ 会期の決定

○議長（菅原義幸君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。

今定例会の会期は本日から３月１４日までの１０日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、今定例会の会期は本日から３月１４日までの１０日間と決定いたしました。

    ◎日程第３ 諸般の報告

○議長（菅原義幸君） 日程第３、諸般の報告はお手元に配付したとおりであります。

◎日程第４ 行政報告

○議長（菅原義幸君） 日程第４、行政報告を行います。

町長から行政報告の申し出がありますのでこれを許します。

町長。

○町長（高橋貞光君） 行政報告を申し上げます。

１の工事発注状況でございますが、昨年１２月１０日から本年２月２５日入札分まで別紙のとお

りであります。町長・副町長の動向につきましても、１２月以降１月、２月を別紙のとおり報告さ

せていただきます。
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以上でございます。

○議長（菅原義幸君） これで行政報告を終わります。

◎日程第５

○議長（菅原義幸君） 日程第５、まちづくり計画調査特別委員会調査報告を行います。

報告は道道八雲北檜山線の道路改良トンネル化についてです。

委員長の説明を求めます。

大野委員長。

○３番（大野一男君） せたな町議会まちづくり計画調査特別委員会の調査事件、道道八雲北檜山

線道路改良（トンネル化）について最終報告を行います。

１、本事件の調査経過と調査日時及び調査資料は報告書記載のとおりであります。

２、調査結果は報告書記載のとおりであり調査終了事項は５番の調査結果に付記されているとお

りであります。

これで報告を終わります。

○議長（菅原義幸君） お諮りいたします。

本件についての委員長報告は質疑を省略したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、道道八雲北檜山線の道路改良トンネル化については報告済といたします。

以上で、まちづくり計画調査特別委員会調査報告を終わります。

◎日程第６ 議案第１号ないし議案第１１号及び議案第２７号ないし議案第３６号

○議長（菅原義幸君） 日程第６、議案第１号 平成２６年度せたな町一般会計予算から議案第１

１号 平成２６年度せたな町病院事業会計予算までの１１件と議案第２７号 せたな町職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例についてから議案第３６号 指定管理者の指定についてま

での１０件、合わせて２１件を一括議題といたします。

最初に、町長の町政執行方針について説明を求めます。

町長。

○町長（高橋貞光君） 町政執行方針でございます。

平成２６年第１回せたな町議会定例会の開会にあたり、町政執行への私の所信と基本的な施策の

概要を申し上げ、町民の皆様、町議会議員の皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

私は昨年の町長選挙において町民皆様からの負託を受け、３期目の町政を担わせていただくこと

となりました。今、改めてその責任の重さを実感しているところであります。

町長に就任して以来、私は常に地域に軸足を置き、町政運営に全身全霊で取り組んでまいりまし

た。この間、合併後における懸案事項であった行財政改革をはじめ、医療体制の整備、福祉や介護、

子育て支援対策、農林漁業等の振興対策など多くの課題を解決できたことは、ひとえに町民の皆様、
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議員の皆様の温かいご支援とご協力の賜物と、心から感謝とお礼を申し上げます。

これまでの８年半は、旧町から引き継いだ財政の健全化に重きを置き、組織機構の見直しや職員

数の抑制、事務事業の見直しなど、全力を挙げて取り組んでまいりましたが、これからの３年半は、

未来に向かって夢と希望を持てるせたな町の新たな飛躍の年と位置付け、時代の変化を見極めつつ、

その道筋をしっかりと歩んでまいります。また、地方交付税の合併優遇措置期間が終了し、一本算

定に移行となり交付額の段階的な削減がはじまる平成２８年度を見据え、第２次行政改革大綱を推

し進め、引き続き職員一丸となって行財政改革に取り組んでまいります。

一昨年から２年間実施した住宅リフォーム助成事業は、町民が安心して快適に暮らせる居住環境

の整備と、町内建設産業の振興及び雇用の促進、町内経済の活性化を図ることを目的として行って

まいりましたが、予想を上回る大きな経済効果を挙げており、期間を１年間延長し今年度も予算計

上いたしました。また、定住対策として新たに今年度から２年間、定住化促進住宅奨励事業を実施

し、町内に自ら居住する住宅を新築又は購入する方を支援してまいります。

平成２７年９月１日には合併１０周年を迎えることから、来年度に開催を計画している記念事業

に向けての準備経費とプレイベントを実施するための経費を予算計上しております。

さて、国は昨年１２月２４日の閣議において、デフレ脱却、日本経済再生に向けた取り組みの更

なる推進を図るための予算となる平成２６年度予算政府案を閣議決定しました。この予算の基本方

針は、社会保障をはじめとする義務的経費等を含め、聖域なき予算を抜本的に見直した上で、経済

成長に資する施策に重点化を図るとされております。こうした基本方針に基づいて編成されました

国の平成２６年度一般会計予算の規模は９５兆８，８２３億円となり、前年度に比べ３兆２，７０

８億円、３．５％の増となり、当初予算ベースでは前年度を上回ったものであります。しかしなが

ら、平成２６年度末の国債残高は７８０兆円程度に達する見込みから、国の財政が引き続き深刻な

状態にあることは極めて憂慮すべき事態でもあります。

次に地方財政対策でありますが、平成２６年度においては社会保障の充実分などを含め、交付団

体をはじめ地方の安定的な財政運営に必要となる地方の一般財源総額について、平成２５年度地方

財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保することが基本とされております。なお、

地方交付税にあっては、前年度に比べ総額で１，７６９億円が減額となったものであります。私は、

これら国の予算編成方針や地方財政計画の基本的な考え方を踏まえ、平成２６年度予算の編成に当

たったところであります。

はじめに、一般会計予算の大要について申し上げます。

一般会計予算の総額は、８８億９，１９１万５，０００円となり、前年度に比べ５億９，４７３

万３，０００円、７．２％の増となったところであります。

歳出の主なものについて申し上げます。継続事業では、冒頭で申し上げました住宅リフォーム助

成事業、老朽化した町有施設の解体工事、がんび岱地区農道整備事業、温泉ホテルきたひやま改修

工事、橋梁長寿命化修繕事業などの予算を計上いたしました。

新規事業では、定住対策である定住化促進住宅奨励事業、水産物保管冷蔵施設新築工事、瀬棚小

学校校舎外壁改修工事、瀬棚中学校校舎及び屋内運動場耐震改修工事、大成プール改修工事、せた

な消防署庁舎新築工事に係る負担金などの予算を計上いたしました。
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次に、歳入の主なものについて申し上げます。歳入の６割を占める地方交付税につきましては、

普通交付税にあっては消費税率の引上げに伴う支出の増加などを考慮し、前年度比４．４％増、５

２億２，７８２万２，０００円を計上し、特別交付税にあっては前年度比５．６％減の５億円を計

上いたしました。

次に、基金からの繰入れにつきましては、瀬棚小学校や瀬棚中学校の改修工事の財源として公共

施設整備基金から５，０００万円、生活交通路線維持費補助金や通学定期運賃補助金などの財源と

して生活交通確保対策基金から３，６２３万４，０００円、このほか４つの目的基金から合わせて

３，４５６万９，０００円を計上しております。

地方債では、消防庁舎建設事業債などの適債事業１３件のほか、財源不足を解消するための臨時

財政対策債、合併特例債を活用した基金造成のための借り入れを見込み、前年度比３億３，７２０

万円、５９．３％増となる９億６１０万円を計上いたしました。また、起債償還につきましては、

引き続き財政の健全化を図るため、民間金融機関からの借入金である縁故債を繰上償還するために

１億３，９１２万２，０００円を計上しております。縁故債の繰上償還や高金利の起債を繰上償還

することにより、旧町から引き継いだ２１２億円の起債残高は、平成２６年度末の見込みでは約１

４２億円となり９年間で７０億円の削減が図られる見通しであります。

消費税率の引き上げに伴う公共料金等への転嫁につきましては、新年度において適切な料金の改

定について検討してまいります。

次に、特別会計でありますが、９つある特別会計予算の総額は３８億１，２６４万１，０００円

になりました。前年度に比べ３億７，３０７万２，０００円、８．９％の減となったものでありま

す。

増減の主な要因は、国民健康保険事業特別会計では、保険給付費の伸びなどにより２，８５６万

２，０００円の増、後期高齢者医療特別会計では、後期高齢者医療広域連合納付金の伸びなどによ

り２，０６７万円の増、介護保険事業特別会計では、保険給付費の伸びなどにより４，４２７万円

の増、簡易水道事業特別会計では、大成区水道施設整備事業を国の大型補正による経済対策事業と

して平成２５年度補正予算により前倒しで措置したことなどから５億３，１３５万５，０００円の

減、公共下水道事業特別会計では、下水道整備事業費の伸びなどにより５，５１５万５，０００円

の増となっております。

病院事業会計では、収益的支出が１３億２，６６５万７，０００円、資本的支出は８，７３１万

８，０００円を計上いたしました。医療を取り巻く環境は極めて厳しい状況にありますが、町民の

命を守る公的医療体制を維持、継続するため、地方交付税で措置されるルール分以外に病院事業会

計の状況を見極めながら、新年度も引き続き一般会計からの繰入れ措置をしたところであります。

以下、主な施策について申し上げます。

第１に、健やかに暮らせる福祉のまちの推進に努めます。

保健福祉介護施策について申し上げます。

少子高齢化や核家族化の進展に加え、地域住民の生活スタイルが大きく変化するなか、誰もが住

み慣れた地域で生きがいを持ちながら、健康で安心して暮らせるまちづくりを進めるため、保健、

医療、福祉、介護など各分野が連携を図り、健康づくりの推進や生きがいづくりへの支援、福祉、



- 9 -

介護サービスの提供体制の充実に向け、施策を展開してまいります。

保健施策につきましては、家庭環境や育児環境が変化する中、子どもを安心して生み育てること

ができるよう訪問相談、各種健診、保健指導などを通じて母子保健事業を推進してまいります。ま

た、各種がん検診、特定健康診査については、きめ細かな受診勧奨を行い、疾病の早期発見、早期

治療に努めるとともに、健康相談やこころのケアなど個々の生活習慣に合った健康増進と保健指導

を実践し、町民の健康づくりを支援してまいります。

健康相談や各種検診結果を記録している個人健康管理票につきましては、電子データ化を図り、

相談指導業務の一層の充実と更なる効率化に努めてまいります。

地域福祉・高齢者施策の推進については、高齢者保健福祉計画第５期介護保険事業計画が今年度、

計画期間の最終年となることから、高齢者の今後あるべき姿を想定し、地域において必要とする介

護サービスや施策を検討するためアンケート調査を実施し、高齢者の保健福祉、介護サービス、介

護予防事業の充実を図るため高齢者保健福祉計画・第６期介護保険事業計画を策定いたします。ま

た、高齢者の権利擁護や成年後見制度の啓発など相談・支援体制の一層の充実に努めてまいります。

障害者福祉施策の推進につきましては、第３期障害福祉計画が計画期間の最終年となることから、

現行施策の実施状況などを踏まえ、今後必要とする給付や障害者サービスなどの検討を行うととも

に、障害者総合支援法に基づくサービスや地域生活支援事業の提供に関する第４期障害福祉計画を

策定し、障害者サービス等の充実に努めてまいります。また、障害者雇用の理解を深めるため新た

に障害者を雇用する町内事業者に対して支援し、障害者の就労と社会的自立の促進に努めてまいり

ます。

次に、子育て支援対策につきましては、子ども・子育て支援の新たな仕組みに関する法律である

子ども・子育て支援法が平成２４年８月に成立し、幼児期の学校教育、保育、地域の子ども・子育

て支援が一層推進されることとなりました。当町でも安心して子どもを産み育てることができる環

境づくりを充実させるため、３区の保育所、子育て支援センター、学童保育所の運営を行うととも

に、保育所での一時保育や延長保育についても継続して行ってまいります。また、子育て世帯の負

担軽減を図るため本年１月から子どもの医療費助成を高校生まで拡大しましたが、４月からは常設

保育所、へき地保育所の保育料も引き下げることといたしました。更に、子育て支援事業を推進し

ていくうえで指針となる次世代育成支援行動計画が計画期間の最終年となるため、新たなせたな町

子ども・子育て支援事業計画について、子ども・子育て会議での保護者の意見や子育て世帯のニー

ズ調査の結果を十分反映させながら策定してまいります。

次に、国民健康保険事業については、国民皆保険制度の基盤であり、町が担う国民健康保険は加

入者の平均年齢が高いうえに所得が低いといった構造上の問題に加え、高齢化の進展や医療技術の

高度化により医療費は増加の一途をたどっており、一般会計からの繰入金が不可欠な厳しい財政運

営を強いられている状況にあります。このような財政状況の改善に向け、保険税の収納率向上対策

など給付財源の確保に努めると同時に、年々増加する医療給付水準に相応な税負担について検討し

なければならないと考えております。

また、一方では、特定健康診査及び特定保健指導などの更なる取り組みと受診率向上に努め、町

民の健康を維持することにより医療費の抑制を図り、安定的な事業運営に努めてまいります。
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後期高齢者医療制度につきましては、引き続き北海道後期高齢者医療広域連合と連携しながら、被

保険者の皆様が安心して医療給付が受けられるよう円滑な業務の遂行に努めてまいります。

次に、病院事業について申し上げます。

病院事業につきましては、国保病院及び診療所の連携のもと、町内唯一の救急告示病院として救

急医療、あるいは初期医療、慢性期疾患などの対応に努めてまいります。これらの医療体制を維持

するため、地域医療を支える医師の確保を最重要課題として取り組んできたところであります。

国保病院においては、常勤医師３名、嘱託医師１名の４名体制により外来、入院診療の充実、２

４時間体制の救急医療の確立を図ることとしております。また、昨年８月から週２回の整形外科の

夜間診療を行い、病院経営の更なる改善を図ってきたところであります。また、国保病院は町民の

ための病院であるということを再認識するため、昨年第１回病院まつりを開催しましたが、本年度

は、現施設が６月で開院４０周年を迎えることから５月３１日に実施する予定であります。

本年度の主な医療機器の導入では、患者の早期診断に必要な骨密度測定装置、人口呼吸器を整備

することといたしました。患者の療養環境改善においては、年次計画で取り進めているベッド頭上

ランプ取替工事のほか、病院施設の改修では老朽化が進んでいることから緊急性が高い箇所の屋上

防水工事、屋外重油タンク設置工事などを実施してまいります。

次に、瀬棚診療所及び大成診療所におきましては、引き続き両所長に診療にあたっていただける

こととなりました。地域医療に対する熱意に深くお礼を申し上げる次第であります。

瀬棚診療所の主な医療機器の導入では、骨塩定量測定装置、心電計を整備いたします。

また、大成診療所新築工事につきましては、平成２７年度の開設に向け、整備を進めることとし

ております。

公的医療体制を今後も継続、維持するためには、患者数の減少による医業収益の減収等、厳しい

病院経営となっておりますが、更に収支の改善を図るよう努めてまいります。

第２は、活力に満ちた産業のまちの推進に努めます。

当町の産業を取り巻く情勢は、大変厳しい状況にあると感じております。このようなことから、

第１次産業の持続的な発展を図るため、産業団体との協働による施策展開とあわせ、産業後継者な

どへの支援策の拡充などにより、産業担い手の就業を一層促進してまいります。

はじめに、農業施策について申し上げます。

当町農業の振興につきましては、農業者や関係機関、団体の総意として、平成２４年度に策定し

たせたな町農業振興ビジョンの実現に向け各種対策を進めてまいります。特に平成２６年度は米政

策の見直しや日本型直接支払の導入など、国の農業政策が大きく変わることから、国や道、農協と

連携して、しっかりと対応してまいりたいと考えております。

農業センターにつきましては、農協や各生産部会からの要望を踏まえ、各種作物の試験栽培やブ

ロッコリーの種苗提供などを実施するとともに、平成２５年度から開始したせたな町農業塾を引き

続き実施し、農業青年の資質向上と意識の高揚を図ってまいります。

畜産につきましては、近年、家畜飼料の輸入穀物価格が高騰していることから、公社事業による

草地整備や公共牧場の運営を引き続き実施するほか、本年度から新たに農家段階の自給飼料生産を

支援する畜産粗飼料生産性向上対策事業を実施し、更なる飼料自給率の向上を図ってまいります。
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次に、農業、農村整備事業について申し上げます。

生産基盤の整備につきましては、最終年となる小倉山地区の畑地帯総合整備事業を継続実施いた

します。また、調査、設計を行っていた北檜山区愛知地区基盤整備事業及び瀬棚区がんび岱地区農

道整備事業による防雪柵設置事業も着工いたします。

農業水利施設管理事業では、豊岡排水機場のオーバーホールを継続して行うとともに、それに接

続する豊岡幹線排水路の機能回復事業を実施し、農業排水の効率の向上と防災対策に努めてまいり

ます。

次に、林業について申し上げます。

森林の整備、保全につきましては、せたな町森林整備計画を基調に取り組んでまいります。一般

民有林につきましては、国の未来につなぐ森づくり推進事業の活用や、除間伐、下刈、作業路など

の施業に対する一般民有林造林事業補助などにより、森林所有者の森林整備に対する負担軽減を図

るとともに、未利用林地残材の有効活用を図るモデル事業を継続実施し、資源の循環利用を推進し

てまいります。

町有林につきましては、適切な保全管理と循環型の森林整備に努め、松岡地区の町有林循環造成

事業を実施いたします。森林整備につきましては、間伐などと一体となった路網の整備が必要不可

欠なことから、北檜山区共和線開設工事を実施いたします。また、鳥獣による人的被害や農林水産

物などへの被害を防止するため、引き続き狩猟免許や猟銃を取得される方に対する助成を行い、担

い手の育成を図ってまいります。

次に漁業施策について申し上げます。

昨年はサケ、スルメイカ、ウニ漁などの水揚げ不振、更には燃油の高騰高止まり、漁協の繰越欠

損金の負担増と相まって、極めて厳しい状況にあることから、なお一層の前浜資源の確保を図るべ

く、檜山漁業振興基金を活用したウニ種苗購入事業や深浅移植、町産業振興基金を活用しての漁業

振興対策事業に取り組むほか、老朽化したひやま漁協瀬棚支所の水産物保管冷蔵施設の整備などを

行い、漁業経営の安定化を図ってまいります。

水産種苗育成センターにつきましては、ナマコの種苗を生産するとともに越冬によりサイズを大

きくして、各浜に提供しながら前浜の資源確保と漁業経営の支援に努めてまいります。漁業者自ら

が藻場の保全活動などに取り組む水産多面的機能発揮対策事業につきましては、引き続き支援を行

い、前浜の資源回復に向けた取り組みを推進してまいります。

漁港、港湾の整備につきましては、関係機関、団体との連携を十分に図りながら、瀬棚港修築事

業や上浦漁港の整備をはじめ施設の適切な維持管理と整備に努めてまいります。また、主要魚種で

ある日本海地域のサクラマスの資源回復を図るためには、河川環境の整備が極めて重要であること

から、既設ダムの魚道改修などを粘り強く関係機関に要望してまいります。

次に、商工業関係について申し上げます。

商工業者の経営体質の改善を図るため、商工会に対する運営補助や中小企業経営安定資金融資事

業を継続実施し、経営の自立安定を支援いたします。

観光振興につきましては、観光協会が主体となって執り進めておりますが、滞在、体験型観光の

推進や情報発信などに対し継続支援を行うとともに、観光協会の将来を見据えた組織の体制強化に
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向け支援してまいります。

温泉ホテルきたひやまにつきましては、施設の老朽化と、いこいの家の廃止に伴い温泉棟などの

一部改修工事を実施いたしましたが、本年度も引き続き屋上アスファルト防水改修工事など実施し

施設の維持管理に努めてまいります。

再生エネルギーの推進につきましては、平成２４年度から瀬棚区西大里地区において、平成２９

年の運転開始を目途に民間事業者による大規模な風力発電事業計画が進められており、町としても

可能な範囲で支援をしてまいります。

第３に、自然と共生する安全なまちの推進に努めます。

地球温暖化防止など、環境を総合的にとらえた施策を町民と一体となって積極的に進めてまいり

ます。まず健康で快適な日常生活を送るうえでは欠かせない上下水道事業などの整備について申し

上げます。

水道施設整備事業については、引き続き大成区本陣、都、上浦地区の配水管を布設するほか、北

檜山区、瀬棚区の各水道施設についても整備を実施いたします。また、将来、簡易水道事業特別会

計を企業会計に移行しなければならないため、水道施設の固定資産台帳作成に係る予算を計上いた

しました。水道事業につきましては、今後も安全で良質な水の確保、安定した水の供給、健全経営

のもと自立した水道を重点項目と位置付けし、これまで同様努力を重ねてまいります。

次に、下水道事業でありますが、引き続き北檜山市街地の排水対策として雨水排水管の新設工事

を実施するほか、瀬棚区、大成区においても未整備地区に係る汚水管の新設工事を実施いたします。

なお、４月１日から施行される消費税法改正に伴う消費税及び地方消費税については、水道使用料、

下水道使用料共に転嫁することなく現行使用料のまま据え置き、各町の今後の動向などを踏まえ執

り進めてまいりたいと考えております。

環境衛生につきましては、現代社会は物質的に豊かになった反面、大量生産、大量消費により、

環境に多くの負荷を与えています。将来にわたり地域の豊かな環境保全に努め、安心して暮らせる

生活環境を築くため、家庭ごみ減量化やごみの不法投棄防止の啓発活動に努めるとともに、小型家

電リサイクル法に基づく希少金属資源リサイクル化に向けての取り組みを進めてまいります。また、

町内会や子ども会などが取り組んでいる資源ごみ回収事業への助成や合併浄化槽設置補助につい

ても継続してまいります。

老朽化が進んでいる大成火葬場につきましては、火葬炉耐火物積替工事を実施し、施設の適切な

維持管理に努めてまいります。

防災につきましては、災害発生時に町民に情報伝達を行う防災行政無線が整備後２０年経過し経

年劣化が進んでいるため、中継局や屋外拡声子局のアンテナ、スピーカーの更新を行ってまいりま

す。また、これまで一般家庭や重要施設に限って設置しておりました防災行政無線戸別受信機につ

きましては、設置場所の範囲を拡大し、町内にある事業所や事務所などにも設置ができるよう制度

を見直し、情報が広くいきわたるよう努めてまいります。大規模災害時に重要となるものとして、

自助、共助、精神の向上が重要なカギとなってまいります。大規模災害発生時には、他者の協力が

なくては避難することが困難な方もおられます。このように他者の助けが必要な方の一番近くにい

るのが家族であり近隣住民であります。自助、共助の考え方を推進しながら昨年度創設した、せた
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な町地域活動等推進事業補助金を積極的に活用いただくなど、自主防災組織の設立を後押ししてま

いります。

次に、河川の整備についてでありますが、１級河川後志利別川の内水被害対策として本流の河道

改修につきましては、昨年度に引き続き実施予定となっているほか、２級河川太櫓川などの改修工

事についても継続して実施される予定となっており、これらの事業の早期完成に向け今後も国や北

海道に対して強く要請してまいります。また、平成２２年度、２３年度と２年続けて内水被害が発

生した河川については、真駒内川の改修工事が本格的に着手され、ほかの河川についても早急に対

策を講ずるよう関係機関に強く要請してまいります。

次に交通安全、防犯、消費者対策について申し上げます。

当町の交通事故死ゼロは４年間継続しておりましたが、本年１月に死亡事故が発生し、途切れて

しまいました。今後は交通事故死ゼロの継続はもとより、交通事故を減少させるよう交通安全協会

連合会など関係機関、団体と連携し、交通安全期別運動におけるドライバーへの安全運転啓発や、

幼児と高齢者を対象とした交通安全教育など、一層交通事故防止の取り組みを推進してまいります。

また、犯罪や事故のない安全で明るく住みよい地域づくりのため、地域や関係機関と連携を図りな

がら防犯意識の高揚を図るとともに、独り暮らしや高齢者を狙った悪質な訪問販売や振込め詐欺な

どの被害防止のための情報提供や啓発活動に努めてまいります。

次に町有施設の解体についてでありますが、温浴施設の統廃合による町民いこいの家、借地に建

設されている若松児童館、周辺環境悪化の防止を図るため解体可能な教員住宅や町有住宅３４棟、

合計３６棟を解体し、今後も年次計画により実施してまいります。

第４に、多様な交流を生むにぎわいのある快適なまちの推進に努めます。

定住の基盤となる快適な住環境整備を進めるため、物流の促進、観光振興、高次医療施設への搬

送など広域的な幹線道路とのネットワークの構築に努めます。また、地域経済の活性化に重要な役

割を担っている地域高規格道路の渡島半島横断道路や北檜山大成線をはじめとする国道や道道、町

道の整備、港湾や漁港の整備、バスなど公共交通機関の維持、高度情報通信基盤の充実など、交通、

定住を支える生活基盤づくりを推進してまいります。

まず、国道の整備につきましては、渡島半島における交通網の整備は地域経済の発展はもとより、

まちづくりの推進に必要不可欠でありますので、地域高規格道路、渡島半島横断道路及び国道２２

９号の整備促進について引き続き要請してまいります。また、平成２２年度に国から北海道へ移管

された開発道路北檜山大成線につきましては、昨年４月２６日に供用開始され新たな交通ネットワ

ークの構築、災害時の孤立集落の解消及び広域観光の促進と産業振興に大きな波及効果が期待され

るところであります。

道道の整備につきましては、平成２４年度に全線開通した北檜山大成線に係る狭隘箇所の改良や

越波対策の事業推進と、継続事業である八雲北檜山線の線形改良についても、緊急時の二次医療圏

及び三次医療圏となる近隣医療機関との連携を推進することからも早期完成を要請してまいりま

す。

町道の整備につきましては、橋梁の長寿命化修繕計画に基づき、東丹羽橋の修繕工事に着手いた

します。また、町民に身近な道路であることから引き続き舗装の修繕など維持管理に努めます。
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次に、定住の基盤となる快適な住環境の整備についてでありますが、平成２２年度策定の町営住

宅等長寿命化計画に基づき、老朽化し点在する団地の統廃合を進め、本年度は豊岡下地団地１棟５

戸及び役場前 B団地３棟１２戸を解体し、今後も年次計画により実施してまいります。

第５に、豊かな人間性と文化を育むまちの推進に努めます。

教育は、自己の実現や社会の形成者たる人を育成するという使命を担うものであり、地域社会存

立の基盤でもあります。また、歴史の中で継承されてきた文化は、教育の営みを通じて次世代に伝

えられ、より豊かなものへと発展していくものであります。こうした教育の使命は、今後いかに時

代が変わろうとも普遍的なものであります。すべての人に等しく学習の機会が開かれ、生涯を通じ

一人ひとりが自己を磨き、豊かな社会を創造できるよう学習活動を支援し、子どもたちが夢と希望

を持ち、自ら学ぼうとする意欲を育むための教育の充実と教育環境の整備に努めてまいります。い

ずれにいたしましても教育委員会や関係機関と連携を図り、自然豊かな町の環境のもと、潤いと活

力あふれる人間性豊かな町づくりに努めてまいります。

第６に、みんなでつくるまちの推進に努めます。

昨年度に続き、せたな町地域活動等推進事業を実施いたします。この補助制度は、町民主体によ

るまちづくりの推進が図られることを目的に、町内会等が自主的に行うコミュニテイ活動、また自

主防災組織を結成し活動する事業に対し支援をしようとするものであります。活発な町内会活動の

もとに、是非とも積極的に利用していただきたいと思います。自治会組織との連携強化を図りなが

ら、町政への理解と関心を一層深め、町民の意見を町政に反映していくよう努めるとともに、町民

一人ひとりの思いが、まちづくりに反映されるよう協働によるまちづくりを進めてまいります。ま

た、地域間での相互連携として長万部町、八雲町、今金町、せたな町で組織する北渡島・檜山北部

４町地域連携会議においては、口蹄疫等が発生した場合の家畜防疫対策での相互協力協定を締結し

ており、家畜伝染病予防法に基づき、迅速かつ的確な防疫業務を行うため、各町間の情報を共有し、

相互連携、協力体制を築くための広域的な防疫に対応して、本町の第一次産業における安全対策を

講ずるものであります。

今後におきましても多種多様な分野において連携した取り組みによるまちづくりを進めてまい

ります。

最後に東日本大震災被災者支援について申し上げます。

平成２３年３月１１日、東北地方を襲ったあの東日本大震災から丸３年が経とうとしております。

今なお故郷に戻ることができない方や、仮設住宅での生活を強いられている方が大勢おります。一

日も早く穏やかな生活に戻れるよう心からお祈り申し上げます。

せたな町では、昨年、一昨年と被災地である福島県の児童を夏休み中の一定期間受け入れ、遊び

を通した体験学習などを企画実行してまいりました。実行委員会の皆様、賛同して頂いた町民の皆

様、ご協力を賜りました関係機関の皆様に改めて感謝申し上げます。本年度も引き続きこの受入事

業継続のための予算を措置いたしたところであります。今年も被災地児童を温かく受け入れいたし

たく、町民並びに関係機関の皆様にご協力をお願いいたします。

以上、平成２６年度の町政執行に臨む私の所信を申し述べ、町民の皆様、議員の皆様の一層のご

理解とご協力を心からお願いを申し上げます。
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○議長（菅原義幸君） ただいまから１０分間休憩いたします。

再開は１１時５分といたします。

休憩 午前１０時５５分

再開 午前１１時０４分

○議長（菅原義幸君） それでは休憩を解きまして会議を再開します。

次に、教育行政執行方針について説明を求めます。

教育長。

○教育長（成田円裕君） 平成２６年度の教育行政執行方針を申し述べさせていただきます。

近年、教育をめぐって子どもの学ぶ意欲や学力の低下、問題行動など多くの面で課題が指摘され

ております。教育は、人格の完成をめざし、個性を尊重しつつ個人の能力を伸長し、自立した人間

を育て、幸福な生涯を実現する上で不可欠なものであります。

せたな町教育の推進につきましては、せたなの教育のめざす姿の基本理念であるふるさとを愛し、

潤いと活力あふれる人間性豊かな人を育むことを基調に学校教育、社会教育の推進に努めてまいり

ます。また、本年度は、平成２２年度に策定した第１次せたな町教育推進計画の最終年度を迎える

ことから、第１次計画の評価とともに、第２次教育推進計画の策定に向けて教育関係機関や団体な

どの意見を徴しながら計画づくりに取り組んでまいります。

それでは、主な施策について申し上げます。

はじめに学校教育についてであります。

学校教育の推進にあたりましては、学校教育重点目標である心豊かに学び、せたな町の未来を拓

く人を育むことを目標として推進してまいります。

１点目は、幼児教育についてであります。

幼児教育は、子どもの基本的生活習慣や道徳性の芽生えなど、小学校以降における生きる力や生

涯にわたる人間形成の基礎を培う重要な役割を担っております。

北檜山幼稚園におきましては、家庭との連携を密にし、園児一人一人の発達段階や特性を踏まえ、

遊びや様々な経験を積み重ねていく中で、基本的な生活習慣や自立性、協調性、人とかかわる力が

身につくように指導の充実を図ってまいります。また、幼稚園から小学校への学びの連続性を維持

するため、幼稚園年長児の小学校体験入学や、交流学習を年間指導計画の中に位置づけ、幼・小の

連携を一層推進してまいります。

２点目は、義務教育の充実についてであります。

小中学校におきましては、地域や保護者、子どもから信頼される学校づくりをめざすとともに、

新学習指導要領にそって確かな学力、豊かな心、健やかな体を育む教育活動を推進してまいります。

確かな学力につきましては、個に応じた指導やＩＣＴを活用するなどし、基礎的、基本的な知識や

技能の定着とともに、学ぶ意欲や思考力、判断力、表現力を育ててまいります。また、校内研修の

充実や授業評価、授業改善に積極的に取り組み、分かる授業の構築を目指すとともに、家庭と連携

し家庭学習の定着を図るなど学習習慣を育む取り組みを推進してまいります。
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学力向上については、全国学力・学習状況調査の結果を踏まえて、各学校における学力向上改善

プランにより指導方法の改善、充実に取り組んでまいります。更に、小学校の外国語学習では、Ａ

ＬＴの活用はもとより、昨年度から町独自で配置したＪ－ＡＬＴを有効活用し、児童の英語力のア

ップを図るとともに、ふるさと教育と自ら解決する力の育成を目指した総合的な学習の時間の充実

に努めてまいります。

豊かな心の育成につきましては、道徳の時間を中核とした全教育活動を通して、自他の尊重や思

いやる心、命の尊さ、勤労観、職業観など豊かな人間性と社会性を育んでまいります。また、道徳

推進教諭を中心に心のノートを活用した道徳の時間の改善、充実に努めるとともに、参観日等での

保護者への道徳の授業公開をしてまいります。

健やかな体につきましては、家庭との連携の基に早寝、早起き、朝ごはんの励行、テレビやゲー

ムの視聴時間の見直しなど、規則正しい生活習慣の確立や体力向上のための運動習慣を身に付けさ

せる指導に努めてまいります。また、食育教育につきましては、学校での給食指導、学校栄養教諭

による食に関する指導や地域の人材及び教育資源を活用した指導、家庭への啓蒙、連携などを通し

て、健やかな体と食習慣の関わり等についての指導に努めてまいります。

３点目は、特別支援教育の充実についてであります。

特別支援教育につきましては、保護者との共通理解を基盤に、幼児、児童、生徒一人一人の教育

的ニーズに応じた個別の教育支援計画や個別の指導計画を作成、活用し、個々の力を高め生活や学

習上の困難を改善、克服することに努めてまいります。また、幼稚園、保育所をはじめ、小中学校、

高等学校や町特別支援教育連携協議会等の関係機関と連携し、研修、実践を深めるとともに、各学

校の特別支援教育コーディネーターや特別支援校内委員会、特別支援教育支援員、パートナーティ

ーチャー派遣事業、特別支援教育巡回相談事業における専門員の活用により、児童、生徒一人一人

の教育的ニーズに応える指導を展開してまいります。

４点目は、生徒指導についてであります。

管理職のリーダーシップのもと全教職員による生徒指導体制と組織的な対応を図るとともに、保

護者や教育委員会等の関係機関と連携を密にした取り組みを進めてまいります。

いじめや不登校への取り組みについては、定期的なアンケート調査や教育相談、家庭訪問等を実

施し、実態把握に努めるとともに、保育所、幼稚園、小学校、中学校間の連携を図り、未然防止、

早期発見、早期解決に向けて迅速な対応に努めてまいります。また、児童、生徒を取り巻く様々な

課題に対処するため、スクールヘルスリーダー派遣事業などを継続し、児童、生徒の指導上の課題

に対応してまいります。近年増加傾向にある携帯電話やスマートフォンなどのネット上のトラブル

等については、関係機関と連携し、危険性について児童、生徒に指導するとともに保護者への啓蒙、

連携に努めてまいります。

５点目は、信頼される学校づくりについてであります。

学校が地域住民の信頼にこたえ、家庭や地域が連携協力して教育活動を展開するためには、学校

経営について明らかにする取り組みが必要であります。そのためには、経営方針や児童生徒の活動

の様子を保護者、地域に周知するとともに、学校への意見や要望を教育活動に反映させるため、自

己評価や学校関係者評価等を実施、公表し、地域に開かれ、信頼される学校づくりが推進されるよ
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う努めてまいります。

６点目は、教職員の資質向上についてであります。

町民、保護者の学校教育に対する期待に応えるため、校内研修をはじめ、町教育研究会等の活動

の充実や各種研修会への積極的参加など、教職員が相互に教育実践力を高める研修活動の充実に努

めてまいります。また、教育公務員として地域社会からの尊敬、信頼を得るためにも、体罰やわい

せつ行為、交通違反等の不祥事防止や法令遵守など服務規律の徹底を図り、教育公務員としての自

覚を深めてまいります。

７点目は、学校並びに児童生徒の安全についてであります。

児童生徒が日常生活の様々な危険に気づき、適切な判断のもと対処、行動し、自らの安全を確保

することができる態度や能力を身につけるよう指導してまいります。そのため各学校では、学校危

機管理マニュアルをもとに実践的な訓練等を進め、各種災害から自らの命を守る力の育成に努める

とともに、関係機関、団体等と連携、協力しながら、登下校時や校外活動における児童生徒の安心、

安全を図ってまいります。

８点目は、教育環境の整備についてであります。

教育環境の整備につきましては、改修工事として、久遠小学校の屋上フェンス並びにボイラー室

改修をはじめとして、瀬棚小学校の外壁改修、受変電設備改修のほか瀬棚中学校の一階屋上防水改

修、給水管改修などを予定しております。耐震改修工事としては、瀬棚中学校校舎並びに体育館の

耐震改修を予定しております。このほか、緊急性や重要性を考慮して計画的に安全で適切な学習環

境の整備に努めてまいります。

次に、社会教育についてであります。

社会教育の推進にあたりましては、社会教育重点目標である心豊かに学び、ともに高めあうせた

な町をめざすことを目標として推進してまいります。

１点目は、充実した学習機会の提供についてであります。

町民一人一人が、生涯にわたり、生きがいと潤いのある人生を過ごすため、主体的な学習活動を

通し、学ぶことの喜びを感じながら、自らを高めることが大切であることから、当町の豊かな自然

環境や地域の教育資源などを活かし、ふるさと学習講座を実施し、体験活動の充実に努めてまいり

ます。また、子ども育成会、女性団体などに対する活動支援を行うとともに、高齢者大学の充実を

図り、高齢者が主体的となって活動できるよう努めてまいります。

地域教育力の向上につきましては、生涯学習講座、学校開放講座、学びあいネットワーク交流事

業を実施し、学習機会の充実に努めるとともに、地域ボランティアによる学校支援体制の充実を図

ってまいります。

読書活動につきましては、本年度に策定する第２次子ども読書活動推進計画を基調とし、読み聞

かせボランティアの皆さんとの連携によるブックスタート事業などを開催し、読書活動の充実に向

けて努めてまいります。

２点目は、青少年の健全育成についてであります。

子ども達を取り巻く環境が大きく変化する中で、家庭における教育力の向上が益々重要となって

おります。家庭教育は基本的な生活習慣や社会的マナーなどを身につける上でその役割は大きく、
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すべての教育の出発点として生涯学習社会の基礎づくりを担うことから、家庭の教育力向上や子育

てに関する学習機会の充実に努めてまいります。また、町外での宿泊研修を通じたジュニアリーダ

ー養成事業を継続実施し、青少年の育成に努めてまいります。

３点目は、芸術、文化の振興についてであります。

芸術、文化の振興につきましては、優れた鑑賞機会の充実に向けて、北海道人形劇フェスティバ

ルや京都大学音楽部交響楽団コンサートを実施するとともに、文化講演会の充実を図ってまいりま

す。また、文化祭の作品展示会や芸能発表会など文化活動の主役である文化協会に対する支援に努

めるとともに、文化財等の保護、保存につきましても郷土資料館等での適切な維持管理に努めてま

いります。

４点目は、スポーツの振興についてであります。

スポーツの振興につきましては、誰もが気軽に生涯にわたってスポーツ活動に親しむことのでき

るようスポーツ教室やスポーツ大会を継続実施するとともに、新たに青少年を対象としてスポーツ

講座を開催し、専門性の高い学習機会の提供に努めてまいります。

海洋スポーツにつきましては、学校での授業や体験学習などの普及活動をはじめ、Ｂ＆Ｇ海洋ク

ラブの自主活動を支援するとともに、指導者の育成・確保を図ってまいります。また、青少年のス

ポーツ活動を奨励するとともに、全国大会へ出場する野球少年団への助成などに支援をしてまいり

ます。

スポーツ施設の整備につきましては、大成区のプール改修、北檜山スポーツ公園のフェンス改修

などを行い、施設の適切な維持管理に努めてまいります。

５点目は、国際理解、姉妹都市交流についてであります。

国際理解、姉妹都市交流については、国際交流のつどいをはじめ、姉妹都市交流推進協議会が主

体となって実施しているアメリカ・ハンフォード市との姉妹都市交流を支援してまいります。ハン

フォード市との訪問交流つきましては、両姉妹都市協議会において無理のない範囲での相互交流が

合意されており、本年度より当町からの中学生派遣を毎年実施する予定であります。姉妹都市交流

の輪がさらに広がることを期待しております。

以上、平成２６年度の教育行政の執行にあたり基本方針を申し述べさせていただきました。

教育を取り巻く環境は一段と厳しさを増しておりますが、町民の皆様の教育行政に対する期待に

応えるため、学校、家庭、地域との連携を十分に図りながら、教育行政の推進に全力で取り組んで

まいります。

町民皆様並びに町議会議員の皆様のご理解、ご協力を心からお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 次に、議案第１号から議案第１１号までと議案第２７号から議案第３６号

まで２１件の議案について提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） それでは、上程されました議案第１号から議案第１１号までの１１件の予

算関係についての議案を一括してご説明申し上げます。

まず議案第１号 平成２６年度せたな町一般会計予算の総額は８８億９，１９１万５，０００円

であります。
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歳出予算に計上した主なものを申し上げます。２款総務費では、昨年に引き続き住宅リフォーム

助成金や合併特例債を活用しての地域振興基金への積立金、生活交通路線維持費補助金、町有施設

解体工事費のほか、新たに定住化促進住宅奨励金について計上をいたしました。

３款民生費では、国民健康保険事業特別会計や介護保険事業特別会計などへの繰出金、老人ホー

ム運営費、重度心身障害者、ひとり親家庭等への医療費助成金について計上いたしました。

４款衛生費では、町民の健康を守る各種検診経費やインフルエンザワクチンなどの予防接種経費、

病院事業会計や簡易水道事業特別会計などへの繰出金、公営温泉浴場管理費経費、北部桧山衛生セ

ンター組合負担金について計上いたしました。

５款労働費では、季節労働者就労前健康診断助成金などの雇用対策費について計上いたしました。

６款農林水産業費では、中山間地域等直接支払交付金や畜産担い手育成総合整備事業費、豊岡排

水機場設備改修工事費、がんび岱地区農道整備事業費、林道専用道共和線開設工事費、農業センタ

ーや水産種苗育成センター運営費、水産物保管冷蔵施設新築工事費について計上いたしました。

７款商工費では、商工会や観光協会への補助金、各観光施設等への維持管理経費、温泉施設の指

定管理料のほか、温泉ホテルきたひやま改修工事費について計上いたしました。

８款土木費では、熱源供給施設管理費や道路維持・補修費、除排雪業務委託費等のほか公共下水

道事業特別会計への繰出金、東丹羽橋補修工事、町道北檜山駅線舗装補修工事費、港湾建設費につ

いて計上いたしました。

９款消防費では、消防庁舎の新築や消防緊急デジタル無線の整備に係る檜山広域行政組合負担金、

防災行政無線管理費について計上いたしました。

１０款教育費では、義務教育、幼稚園、社会教育、保健体育に係る経費のほか、瀬棚小学校校舎

外壁改修工事、瀬棚中学校屋内運動場や校舎の耐震改修工事、大成プール改修工事について計上い

たしました。

１１款公債費では、一般償還金のほか民間からの借入れ資金を繰上げ償還するための予算を計上

いたしました。

１２款職員給与費では、特別職３名、一般職１６０名分の給料、諸手当等について計上いたしま

した。

一方、これに対する歳入でありますが、自主財源の町税や地方譲与税などのほか、地方交付税で

は国の地方財政計画に基づき、普通交付税及び特別交付税の合計で５７億２，７８２万２，０００

円を見込み計上いたしました。地方債についても臨時財政対策債や合併特例債を活用しての地域振

興基金造成事業債など１５件の借入れを計上し、収支の均衡を図ったものであります。

議案第２号 平成２６年度せたな町国民健康保険事業特別会計予算の総額は１７億４，７３６万

５，０００円で保険給付金等の経費を計上しております。

議案第３号 平成２６年度せたな町後期高齢者医療特別会計予算の総額は１億４，２４１万９，

０００円で後期高齢者医療広域連合交付金等の経費を計上しております。

議案第４号 平成２６年度せたな町介護保険事業特別会計予算の総額は１０億３，７２１万５，

０００円で保険給付費等の経費を計上しております。

議案第５号 平成２６年度せたな町介護サービス事業特別会計予算の総額は４，１３８万円で通



- 20 -

所介護サービス事業費や介護予防支援事業所等の経費を計上しております。

議案第６号 平成２６年度せたな町簡易水道事業特別会計予算の総額は２億８，０２９万９，０

００円で水道施設の維持管理経費や水道施設整備費工事費等の経費を計上しております。

議案第７号 平成２６年度せたな町営農用水道等事業特別会計予算の総額は２，９７９万９，０

００円で営農用水道施設の維持管理経費や施設改良経費等を計上しております。

議案第８号 平成２６年度せたな町公共下水道事業特別会計予算の総額は４億７，１６３万３，

０００円で施設の維持管理経費や下水道新設工事費等の経費を計上しております。

議案第９号 平成２６年度せたな町漁業集落排水事業特別会計予算の総額は６３９万５，０００

円で漁業集落排水施設の維持管理経費等を計上しております。

議案第１０号 平成２６年度せたな町風力発電事業特別会計予算の総額は５，６１３万６，００

０円で風力発電施設の維持管理経費等を計上しております。

議案第１１号 平成２６年度せたな町病院事業会計予算の総額は、収益的収支の支出が１３億２，

６６５万７，０００円、資本的収支の支出は８，７３１万８，０００円を計上したものであります。

以上が予算関連議案１１件の概要であります。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

議案第２７号から議案第３６号についての提案理由をご説明申し上げます。

議案第２７号 せたな町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についてであります。自

己所有に属する住宅に居住している職員等の住宅手当１，０００円でございますが、これを廃止す

るため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次に議案第２８号 せたな町税条例の一部を改正する条例についてであります。平成２６年度か

ら公衆浴場としての役割を担うこととなる入湯税納税義務者である温泉ホテルきたひやま及び国

民宿舎あわび山荘については、宿泊を伴わない入浴客に対しての入湯税を課さないこととし、他の

納税義務者についても同様の取り扱いとするため、本条例の一部を改正するものであります。

次に議案２９号 せたな町健康で安心して暮らせるまちづくり条例の一部を改正する条例につ

いてであります。せたな町除雪サービス事業において、除雪の掻き手と直接契約を行うサービス利

用者に対し除雪費用の助成をし、多様なニーズに対応したサービスの提供と高齢化により困難とな

っている掻き手の確保ができるよう、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次に議案第３０号 せたな町産業担い手育成条例の一部を改正する条例についてであります。本

町の産業の担い手の減少が進む中、町内外からの担い手の就業を一層促進するとともに、就業時の

初期負担の低減等を図るため、本条例の一部を改正しようとするものであります。

次に議案第３１号 せたな町国民宿舎条例の一部を改正する条例についてであります。国民宿舎

利用者へのサービス拡大を図るため、宿泊施設使用料上限額を増額するとともに、消費税率の変動

への対応として使用料のすべてを税抜き表示とすることから、本条例の一部を改正しようとするも

のであります。

次に議案第３２号 せたな町防災行政無線施設管理条例の一部を改正する条例についてであり

ます。防災行政無線戸別受信機について、希望する町内の事業所等にも貸与できることとし、設置

負担額や要件の明確化を図るため、本条例の一部を改正しようとするものであります。
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次に議案第３３号 せたな町の営農用水道等給水条例の一部を改正する条例についてでありま

す。大成区水道施設整備事業の一部完成に伴い、現行定額料金制度の砂貝取澗簡易給水施設、中貝

取澗簡易給水施設、平浜飲料水供給施設を廃止し、平成２６年４月１日から久遠簡易水道に統合し、

計量給水料金制とすることに加え、給水区域の表示を統一するため、本条例の一部を改正しようと

するのであります。

次に議案第３４号 指定管理者の指定についてであります。せたな町営牧場の管理及び運営を効

果的かつ効率的に行わせるため指定管理者を指定するものであります。

次に議案第３５号 指定管理者の指定についてであります。せたな町米乾燥貯蔵施設の管理及び

運営を効果的かつ効率的に行なわせるため、指定管理者を規定するものであります。

最後議案第３６号 同じく指定管理者の指定についてであります。せたな町玄米ばら集出荷施設

の管理及び運営を効果的かつ効率的に行わせるため、指定管理者を指定するものであります。

以上２１件の議案について、よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） お諮りいたします

ただ今、議題となっています２１件の予算関連議案については、委員会条例第５条第１項及び第

２項の規定により議長を除く１１名の議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の

上、休会中の継続審査にしたいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号から議案第１１号までと議案第２７号から議案第３６号までの２１件の予算

関連議案は、議長を除く１１名の議員で構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託の上、

休会中の継続審査とすることに決定いたしました。

したがって、直ちに予算審査特別委員会を設置いたします。

これにただいま議題としている２１件の予算関連議案を付託し、休会中の継続審査といたします。

ここで、予算審査特別委員会は別室において正副委員長の互選をお願いいたします。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１１時３７分

再開 午後１２時００分

○議長（菅原義幸君） 会議を再開いたします。

予算審査特別委員会委員長に小平久議員、副委員長に細川伸男議員が互選された旨報告がありま

した。

直ちに昼食休憩に入ります。

再開は午後１時とします。

休憩 午後１２時０１分
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再開 午後１３時００分

○議長（菅原義幸君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。

これより議案審議に入ります。

    ◎日程第７ 議案第１２号

○議長（菅原義幸君） 日程第７、議案第１２号 平成２５年度せたな町一般会計補正予算を議題

といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案その１の１ページからでございます。議案第１２号 平成２５年度

せたな町一般会計補正予算第１５号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に５億７，０８４

万９，０００円を追加し、総額を９３億２３４万８，０００円とするものでございます。

その主な内容は、各種事務事業の執行状況による予算精査のほか、減債基金などへの積立てや病

院の不採算経費分、大成診療所を改築分に係る病院事業会計への繰出、国の大型補正による経済対

策事業として前倒しで措置することとなった、消防救急デジタル無線共同整備事業実施に伴う檜山

広域行政組合消防費負担金、その他行政執行上当面必要とする経費などについて補正をお願いする

ものでございます。

また、予算にあわせまして、繰越明許費の設定５本と債務負担行為追加１件、地方債の追加１件、

変更５件をお願いしております。

内容につきましては担当課長より説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

高田財政課長。

○財政課長（高田 威君） 議案その１の６ページをご覧下さい。第２票繰越明許費の設定でござ

います。翌年度に繰越しをお願いいたします事業は５事業ございまして、まずは病院事業会計繰出

金につきましては、大成診療所の改築工事に係る経費を前倒しで予算措置するもので、繰越額は１

億１，２９９万７，０００円でございます。次に働く世代の女性支援のためのがん検診推進事業に

つきましては、国の大型補正に伴う新規事業でありまして、平成２１年度から２４年度に乳がんや

子宮頸がんのがん検診推進事業の対象となった方で、健診未受診の方への受診勧奨や平成２６年度

の対象者への受診勧奨を行うための経費を前倒しで予算措置するもので、繰越額は１４８万１，０

００円でございます。愛知地区基盤整備事業及びがんび岱地区農道整備事業につきましても、国の

大型補正に伴う継続事業の負担金でございまして、愛知地区基盤整備事業につきましては、緊急を

要する排水路の用地確定測量、またがんび岱地区農道整備事業につきましては、防雪柵設置に係る

用地確定測量に係る経費をそれぞれ前倒しで予算措置するもので、繰越額は愛知分は３万円、がん

び岱分は４０万円でございます。檜山広域行政組合消防費負担金につきましても、国の大型補正に
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伴う事業負担金でございまして、消防救急デジタル無線共同整備事業に係る経費を前倒しで予算措

置するもので、繰越額は８，５８３万１，０００円でございます。繰越総額は２億７３万９，００

０円で、このうち一般財源は４，９８０万９，０００円を見込んでおります。

８ページをお開き願います。第３表債務負担行為補正の追加でございます。中小企業経営安定資

金融資利子補給費補助金は、平成２５年度に借入れた中小企業経営安定資金融資に対する利子補給

となっており、平成２６年度から３０年までの債務負担をお願いするものでございます。

次のページになります。第４表地方債補正の追加及び変更でございます。追加につきましては、

消防救急デジタル無線の共同整備に係る消防救急デジタル無線共同整備事業債８，５８０万円の追

加をお願いするものでございます。起債方法、利率及び償還の方法につきましては、記載のとおり

でございます。また、変更につきましては小倉山地区畑地帯総合整備事業については、がんび岱地

区農道整備事業や林業専用道共和線開設事業の入札執行による額の確定に伴う減額分の流用によ

る増額となっており、また、そのほかは入札執行による額の確定に伴う減額をお願いするものでご

ざいます。なお起債の方法、利率及び償還の方法につきましては変更はございません。

続きまして、事項別の説明でございますが、事前に配付しております補足資料Ａ３の三枚目もの

となってございますけども、それを基に説明させていただきます。

それでは２ページ目の歳出からご説明いたします。このたびの補正につきましては、事業の精査

による減額や燃料費、光熱水費の精査によるものが主なものとなっておりますので、それらを省き

ながらご説明させていただきます。また内容につきましては、事前にお目通しをいただいていると

思いますので、私からはその主なものについてのみ簡略に説明させていただきますので、よろしく

お願いいたします。

まずは２款総務費、１項総務管理費、６目基金管理費３億４０９万２，０００円の追加でござい

ます。議案書では２４ページになります。２５節積立金は、交付税の確定と基金利息分の精査によ

り減債基金に６，３５３万２，０００円、生活交通確保対策基金に１億７，０００円、スポーツと

を文化振興基金に１，９９９万９，０００円、公共施設整備基金に１億１６万７，０００円、産業

振興基金に、２，０３３万円６，０００円の積み立てをそれぞれお願いするものでございます。

３款民生費、１項社会福祉費、５目障害者福祉１，６３４万５，０００円の追加でございます。

議案書では２８ページから２９ページになります。１３節委託料は、法改正に伴う障害者福祉管理

システムの改修と入所者が見込みより少なかったことに伴いまして、指定管理料が発生したという

ことによる、障害者グループホームのぞみへの指定管理料の追加をお願いするものでございます。

２０節扶助費は、自立支援医療給付費や障害者福祉サービス給付費等の利用者の増に伴う追加をお

願いするものでございます。

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費２億６，５４５万３，０００円の追加でござ

います。議案書では３２ページなります。２８節繰出金でございますが、病院事業会計への繰出金

つきましては、本年度決算段階で入院収益や外来収入の落ち込みなどから９，７００万円ほどの赤

字が生じる見込みとなっておりますので、一般会計からの同額の補てんと大成国保病院が、北檜山

国保病院から合併時に健全化運営資金として貸付けを受けました、借入金を返済するため６，００

０万円、並びに大成診療所の改修分として１億１，３５１万１，０００円の繰出しをお願いするも
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のでございます。なお大成診療所の合併時に不採算分については、今回の返済によりまして借入れ

残額は６，０００万円となります。

６款農林水産業費、１項農業費、７目農業施設管理費１０５万２，０００円の追加でございます。

議案書では３６ページになります。１１節の需用費は、老朽化によるふれあいプラザなどの農業施

設の修繕に係る経費の追加をお願いするものでございます。

次に３ページをお開き願います。７款、１項共に商工費、５目国民宿舎あわび山荘管理費２４８

万９，０００円と、６目温泉ホテルきたひやま管理費６４万２，０００円の追加でございます。議

案書では４０ページになります。国民宿舎あわび山荘管理費は、施設改修や燃油の値上げ等による

経費増加分や国民温泉保養センターの廃止に伴う施設備品の整備に係る指定管理料の追加、また温

泉ホテルきたひやま管理費は、燃油の値上げ等による経費増加分に係る指定管理の追加をそれぞれ

お願いするものでございます。

８款土木費、４項港湾費、１目港湾管理費１９０万１，０００円の追加でございます。議案書で

は４２ページなります。１１節需用費は、老朽化による瀬棚区の水産物荷捌所照明器具や上架施設

油圧機器の取替え修繕に係る経費の追加をお願いするものでございます。１５節工事請負費は、転

落事故防止のための安全対策を図るため、瀬棚港内への警戒標識の看板設置に係る経費の追加をお

願いするものでございます。

９款、１項、１目共に消防費８，１４８万７，０００円の追加でございます。議案書では４４ペ

ージなります。１９節負担金補助及び交付金は、檜山広域行政組合消防費負担金として消防救急デ

ジタル無線共同整備事業に係る分などの補正をお願いするものでございます。

１０款教育費、６項保健体育費、２目体育施設管理費１３１万５，０００円の追加でございます。

議案書では５１ページから５２ページになります。１１節需用費は、老朽化した真駒内球場ブレー

カ検収ボックスなどの修理に係る経費の追加をお願いするものでございます。１５節工事請負費は、

老朽化により倒れているＢ＆Ｇ体育館入り口外灯や町民体育館渡り廊下防水工事に係る経費の追

加をお願いするものでございます。

これらにかかる歳入でございますが、１ページをお開き願います。

２款地方譲与税、１項、１目共に地方揮発油譲与税２，１９６万９，０００円の減額でございま

す。議案書では１２ページになります。昨年の予算編成時においては、政権交代の影響などからこ

の部分の額については直接国から示されておらず、町村会などからの情報をもとに予算を措置した

ところでございますが、誤差が生じ現在の収入状況などを勘案し、精査したものでございます。

９款、１項、１目共に地方交付税４億４，０１７万４，０００円の追加でございます。議案書で

は１２ページになります。普通交付税の確定に伴う追加となっております。なお内容につきまして

は、昨年８月１９日開催の全員協議会での説明のとおりとなってございますので、ここでは割愛さ

せていただきます。

１４款道支出金、２項道補助金、１目総務費道補助金６９９万９，０００円の追加でございます。

議案書では１７ページになります。地域づくり総合交付金で、温泉ホテルきたひやま改修事業分と

して７８０万円が追加交付されたことなどによる追加となってございます。５目農林水産業費道補

助金６，１２１万円の追加は、議案書では１７ページから１８ページになりますが、大成診療所の
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改築に係る森林整備加速化・林業再生事業交付金などとなってございます。

１６款、１項共に寄附金、１目一般寄附金１，１１５万３，０００円の追加でございます。一般

寄附金の３９５万円につきましては、町内に在住の方おひとりと、１団体からの寄附分でございま

す。また貝取澗温泉公社寄附金につきましては、貝取澗温泉公社の一般財団移行に伴う公益的目的

財産の支出にかかり、当初出資償還金で補正させていただいておりましたが、公社を担当する会計

事務所からの指導により、今回償還金からの振替えをお願いするものでございます。

２０款、１項共に町債、４目消防費８，２５０万円の追加でございます。消防救急デジタル無線

共同整備事業債の追加などとなってございます。

ただいまご説明いたしました内容により、一般会計補正予算の収支の均衡を図ったところでござ

います。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。

最初に、歳出全款について質疑を許します。

細川議員。

○１０番（細川伸男君） 商工費ですけれども、その商工費の中で国民宿舎あわび山荘とその下の

温泉ホテルきたひやま、これの燃料の高騰により追加で出てますけれども、今後、例えば燃料費が

下がった場合には、委託料の減額をする考えがあるのか。その辺ちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 議案書のページ数おっしゃっていただけますか。

○１０番（細川伸男君） 補足資料の商工費の３ページです。上から２番目の商工費です。

○議長（菅原義幸君） 鎌田産業振興課長。

○産業振興課長（鎌田勝幸君） 細川議員の質問ですけども、確かに今回Ａ重油が高騰したという

ことで、管理協定書の中にありますとおり、物価水準等上がった場合については協議をするという

ことになっております。ただ協定の中には減額になった場合という規定が無いわけでありますので、

これまでそういうことがなかったと認識しております。今後そのような場合があたらどうするかと

いうことを、今の指定管理期間が２６年度までとなってますので、次回の協議の中でその辺も含め

て検討をしたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 細川議員。

○１０番（細川伸男君） わかりました。それで増額分については協議することになっているけど

も、それにしても、じゃあどのくらいの範囲の中で増額を認めるのかどうなのか。例えば、１円、

２円の範囲なのか。極端に言ったら１０円以上、上がらなかったら認めないのか。その辺もある程

度明確にしておいたほうがいいのかなと。出すことばかりではなくて、予算を持ってやってる以上

は、下がった場合の減額という部分も視野に入れて、今後協議すべきかと思ってますけども、その

辺の見解も併せて。

○議長（菅原義幸君） 産業振興課長。

○産業振興課長（鎌田勝幸君） ご指摘のとおり高騰した場合の基準は確かにございません。とい

うことで、それらも含めまして今後検討したいと思います。

○議長（菅原義幸君） よろしいですか。



- 26 -

○１０番（細川伸男君） はい。

○議長（菅原義幸君） ほかにございませんか。

なければ次に歳入全款について質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） では次に再度歳入歳出全款の質疑を許します。

ございませんか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

つづいて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りいたします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第８ 議案第１３号

○議長（菅原義幸君） 日程第８、議案第１３号 平成２５年度せたな町国民健康保険事業特別会

計補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案その１、５５ページからです。議案第１３号 平成２５年度せたな

町国民健康保険事業特別会計補正予算第５号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に３，３１６万９，

０００円を追加し、総額を１７億５，８７１万２，０００円とするものでございます。

その主な内容は、退職被保険者等の療養給付費や高額療養費、国庫補助金等の精算返還金、施設

整備費や運営費補助分に係る病院事業会計への繰出金などについて補正をお願いするものでござ

います。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

中野町民児童課。

○町民児童課長（中野真一君） それでは歳出からご説明申し上げますので議案書の６３ページを

お開き願います。１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費では、補正額５３万１，０００円

の追加、これは人件費等精査による減額と国保情報データベースシステムのサポートが本年４月９
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日に終了することに伴い、改修経費９９万８，０００円を計上したためであります。

２項徴税費では、補正額１０万２，０００円の減額、事務費等の精査によるものでございます。

次のページ６４ページになります。２款保険給付費、１項療養諸費、２目退職者被保険者等療養

給付費で１，０００万円の追加、退職被保険者の療養給付費の月平均支出額が見込みを上回ってい

るため追加をするものでございます。２項高額療養費、１目一般被保険者高額療養費で疾患者数の

見込みにより３００万円の減額、２目退職被保険者等高額療養費では５００万円の追加、４項出産

育児諸費では６万円の減額、５項葬祭諸費で１８万円の減額、これらは対象人数の減少が見込まれ

るため減額を行うものでございます。

６款介護納付金では、補正額３６万２，０００円の減額、これは支払基金への納付額確定により

減額するものでございます。

７款共同事業拠出金、１項共同事業拠出金、１目高額医療費共同事業医療費拠出金では５６２万

６，０００円の減。

次のページ６６ページになります。３目保険財政共同安定化事業拠出金で７６３万円の減で、い

ずれも額の確定に伴う減額でございます。

８款保健事業費、１項特定健康診査等事業費、補正額１１４万７，０００円の減額、これは特定

検診受診者数の減などによるものであります。

次に６７ページになります。１１款諸支出金、１項償還金及び還付加算金で、補正額は１，３５

９万３，０００円の追加、これは前年度の療養給付費負担金などの額の確定に伴い国庫補助金の返

還金が生じましたので、追加をお願いするものでございます。２項他会計繰出金では、国保病院や

診療所の運営費と施設整備に係る国庫補助金の確定に伴い、病院会計への繰出金２，２２８万９，

０００円の追加をするものでございます。

歳出合計では補正額３，３１６万９，０００円の追加をお願いするまでございます。

これに対しての歳入ですが、戻りまして６０ページをご覧願います。３款国庫支出金、１項国庫

負担金では、補正額１，８４０万円の減額、内訳としまして１目の療養給付費等負担金で１，６７

２万４，０００円の減額、２目の高額医療費共同事業負担金で１４０万７，０００円の減額、３目

の特定健康診査等負担金で２６万９，０００円の減額、これらの減額は実績による精査や額の確定

によるものでございます。２項国庫補助金、１目財政調整交付金で、補正額７３９万３，０００円

の減額、これは支払基金からの共同事業交付金が増額となることから減額を見込んだものでありま

す。

４款療養給付費交付金では、補正額１，５００万円の追加で、歳出の退職被保険者に係る療養給

付費の増額に伴い、社会保険診療報酬支払基金からの交付金が増額となるものでございます。

６１ページでございます。６款道支出金、１項道負担金で補正額１６７万６，０００円の減額、

高額医療費共同事業負担金などの額の確定に伴い減額するものでございます。

７款共同事業交付金で補正額３，１７４万７，０００円の追加、高額医療費共同事業交付金や保

険財政共同安定化事業交付金の額の確定に伴い増額するものでございます。

９款繰入金、１項他会計繰入金で補正額２８８万７，０００円の追加、１節の保険基盤安定繰入

金から３節の一般会計繰入金まで額の確定に伴い精査したものでございます。
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６２ページでございます。１０款、１項共に繰越金では９９１万４，０００円の増額、歳出の一

般被保険者療養費と前年度分の国庫負担金等に係る精算返還金を前年度繰越金から充当するため

増額を行うものでございます。

１１款諸収入、２項の雑収入で１０９万円の追加、１節の第三者納付金で国保連合会へ委託して

いた交通事故による医療費の求償金額が確定したための増額が主なものでございます。

ただいまご説明した内容により国保会計歳入歳出補正予算の収支の均衡を図ったところでござ

います。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第９ 議案１４号

○議長（菅原義幸君） 日程第９、議案第１４号 平成２５年度せたな町後期高齢者医療特別会計

補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） それでは６９ページからでございます。議案第１４号 平成２５年度せ

たな町後期高齢者医療特別会計補正予算第２号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に１３５万９，０

００円を追加し、総額を１億２，３３７万６，０００円とするものでございます。

その主な内容は、事務費の精査のほか肺炎球菌予防接種事業などの特別対策補助金としての一般

会計への繰出金などについて補正をお願いするものでございます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

中野町民児童課長。

○町民児童課長（中野真一君） それでは議案書は７３ページをお開き願います。歳出からご説明
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いたします。１款総務費、１項総務管理費で１６万３，０００円の減額、２項徴収費で５万８，０

００円の減額、いずれも事務費精査により減額をするものでございます。

３款、１項共に保健事業費で１６１万５，０００円の追加、これは今年度から肺炎球菌ワクチン

予防接種費用などの健康増進事業に対して広域連合から補助金が交付されるため、それを一般会計

へ繰出しするものでございます。

７４のページでございます。４款諸支出金で３万５，０００円の減額、これは保険料還付金の支

出見込みにより減額をするものでございます。

以上歳出で１３５万９，０００円の追加でございます。

これに対しての歳入ですが、戻りまして７２ページをご覧願います。３款繰入金、１項一般会計

繰入金で２１万２，０００円の減額、これは事務費等の精査により減額をするものでございます。

５款諸収入、２項雑入で１５８万円の追加、これは先ほど歳出で申し上げました健康増進事業に

対しての補助金などにより増額をするものでございます。

６款広域連合支出金では１万２，０００円の減額、町広報誌掲載事務費の見込みにより減額する

ものでございます。

ただいまご説明した内容により後期高齢者医療特別会計補正予算の収支の均衡を図ったところ

でございます。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１０ 議案第１５号

○議長（菅原義幸君） 日程第１０、議案第１５号 平成２５年度せたな町介護保険事業特別会計

補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案の７５ページからでございます。議案第１５号 平成２５年度せた

な町介護保険事業特別会計補正予算第４号の提案理由をご説明申し上げます。
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今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に１，１３０万７，

０００円を追加し、総額を１０億７９２万６，０００円とするものでございます。

その主な内容は、保険給付費では各種介護サービス給付費の精査、地域支援事業では各種サービ

ス事業費の精査などについて補正をお願いするものでございます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

井口保健福祉課長。

○保健福祉課長（井口勝則君） それでは議案書の８２ページの歳出よりご説明いたします。１款

総務費、１目一般管理費、補正額５０万３，０００円の増額の主なものについては、１３節委託料、

介護保険システム改修業務の増、それから１４節使用料については、コピー機の使用料を住民参加

型事業実施による経費負担としたため４０万円の減となったものであります。３項１目の介護認定

審査会費は補正額がありませんが、９節旅費で細節内で附則する分を精査するものでございます。

３項２目の認定調査費の補正額は、要介護認定訪問調査の件数が増加したものであります。３目の

認定審査会共同設置負担金の減額は、共同設置に係る賃金人件費の精査による減であります。

次のページです。２款保険給付費、１目の介護サービス給付費補正額が８９０万２，０００円の

増、これにつきましては、これまでの給付実績に基づきまして精査の結果、利用者増によりまして

増額するものであります。主なものにつきましては、地域密着型介護サービス給付費負担金の増、

それから居宅介護サービス給付費負担金の増、施設介護サービス給付費の減、これが主なものでご

ざいます。２項１目の介護予防サービス給付費は補正額４４９万円の増であります。これにつきま

しても利用者の増によるものであります。３項１目の審査会支払手数料につきましては、これまで

の支払い実績に基づくものであります。

次のページであります。４項１目の高額介護サービス費は補正額がありませんけども、一般財源

の不足分を基金繰入れするものでございます。５項、１目の高額医療合算介護サービス費は補正額

２３４万６，０００円の増で、医療と介護の両方を利用した場合に自己負担額の軽減を図るもので、

これまでの負担実績に基づくものでございます。６項１目の特定入所者介護サービス費の増につい

ても、これまでの負担実績に基づくものでございます。

次のページであります。３款地域支援事業費、１目介護予防事業費交付金対象分でありますが、

補正額９２万５，０００円の減、２目一般財源分、補正額９５万の減につきましては、委託料にあ

っては、各種サービス等の利用者の減によるものでございます。２項の１目包括的支援事業費の減

額補正は、共済費それから賃金等の精査によるものでございます。２目の任意事業費交付金対象分、

補正額５０万円の減及び次のページの３目の一般財源分、補正額３０８万２，０００円の減につき

ましては、事業費等精査、利用者の増減による各種サービス業務委託料の精査及び緊急通報装置購

入、これらに係る執行残による減が主なものでございます。

次のページであります。６款諸支出金、１目第１号被保険者介護保険料還付金につきましては、

保険料の還付金が見込みよりなかったことによる減額であります。

次に７９ページの歳入について説明をいたします。１款保険料、１目第１号被保険者介護保険料、
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補正額１５２万４，０００円の増で、主な要因は第１号被保険者の所得が当初見込みより高かった

ことなどによるものでございます。

３款の国庫支出金、１目介護給付費負担金、補正額３０万９，０００円の減、これは介護保険給

付費等で実績による負担金額の確定によるものであります。２項国庫補助金、１目調整交付金及び

２目地域支援事業交付金につきましては、保険給付費等の実績、これは事業費の精査に基づき交付

金の額の確定によるものであります。３目介護保険事業補助金、この増額につきましては、ことし

の４月から消費税が引き揚げられ介護報酬の改定がされることから、介護保険システムの改修に伴

う補助金でございます。

次のページです。４款支払基金交付金、１目介護給付費交付金、補正額３６８万２，０００円の

増、及び２目地域支援事業交付金、この減につきましては保険給付費等実績による交付金の額の確

定によるものであります。

５款道支出金、１目介護給付費負担金、補正額３９２万４，０００円の減、及び２項の道補助金

１目地域支援事業交付金についても額の確定によるものでございます。

次のページです。７款繰入金、１項一般会計繰入金につきましては、それぞれ保険給付費及び地

域支援事業の精査、一般管理費事務費の精査によりまして一般会計からの繰入金であります。２項

基金繰入金では、介護保険事業基金から４５７万７，０００円を繰入れるものであります。

９款諸収入、１目雑入につきましては、各種サービス利用者が当初見込みより少なかったため、

減額するものであります。

歳入歳出それぞれ１，１３０万７，０００円を増額いたしまして、補正後の予算総額を１０億７

９２万６，０００円とし、収支の均衡を図ったものでございますので、よろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１１ 議案第１６号

○議長（菅原義幸君） 日程第１１、議案第１６号 平成２５年度せたな町介護サービス事業特別

会計補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。
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副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案の８９ページからでございます。議案第１６号 平成２５年度せた

な町介護サービス事業特別会計補正予算第４号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額から２９万９，０

００円を減額し、総額を４，４５９万９，０００円とするものでございます。

その主な内容は、デイセンターの維持管理経費の精査のほか、介護職員処遇改善交付金の精査など

について補正をお願いするものでございます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

井口保健福祉課長。

○保健福祉課長（井口勝則君） それでは議案書の９３ページ歳出よりご説明いたします。１款サ

ービス事業費、１目デイサービスセンター事業費、補正額が３１万円の減、主なものはデイサービ

スセンター施設に係る１１節事業費の燃料費の値上がりによる分、それと１２節役務費の減、１５

節工事請負費及び１８節備品購入費については、それぞれ入札等執行残によるものが主なものであ

ります。次に２項認知症共同生活介護事業費、１目高齢者グループホーム管理費、補正額１７万８，

０００円つきましては、過年度精算に係る介護職員処遇改善交付金の増額をするものであります。

次のページであります。３項、１目介護予防支援事業費、補正額が１６万７，０００円の減で、

主なものにつきましては、１３節介護予防プラン作成委託業務の対象者が当初見込みより少なかっ

たことによるものであります。

これに伴う歳入につきましては、９２ページであります。１款サービス収入、１目通所介護サー

ビス事業収入、補正額が４０２万１，０００円の増額で、主なものは通所介護サービス利用者の増

加によるものであります。同じく１項介護給付費収入、１目介護予防サービス計画費収入、これに

つきましては、補正額が８０万１，０００円の増額で、主なものは介護予防サービス利用者の増加

により、計画策定件数が増加したことによる増であります。次に２項自己負担金収入、１目自己負

担金収入、補正額が８５万１，０００円の増額で、主なものにつきましては先ほど言ったとおり利

用者の増加による自己負担金収入が増加してものであります。

２款繰入金、１目一般会計繰入金、補正額が６１４万７，０００円の減額で、主なものは通所介

護サービス事業収入及び介護予防支援事業収入の増額によりまして、一般会計繰入金が減額となっ

たものであります。

３款繰越金、１目繰越金につきましては、補正額１７万５，０００円の増額で、前年度繰越金で

あります。

歳入歳出それぞれ２９万９，０００円を減額いたしまして、補正後の予算額を４，４５９万６，

０００円とし、収支の均衡を図ったものでありますので、よろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。
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続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１２ 議案第１７号

○議長（菅原義幸君） 日程第１２、議案第１７号 平成２５年度せたな町簡易水道事業特別会計

補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案の９５ページからでございます。議案第１７号 平成２５年度せた

な町簡易水道事業特別会計補正予算第４号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に２億９，３８４

万３，０００円を追加し、総額を１１億１３９万８，０００円とするものでございます。

その主な内容は、各施設の維持管理経費の精査や基金への積み立て、整備事業費の精査や大成区

の水道施設整備を国の大型補正による経済対策事業として、前倒しで措置したことによる事業費な

どについて補正をお願いするものでございます。

また、予算に併せまして繰越明許費の設定１本と地方債の追加１件、変更１件をお願いしており

ます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽光則君） それでは９７ページでございます。第２表の繰越明許費です。２

款資本的支出、１項建設改良費、事業名が大成区水道施設整備事業で３億７５５万２，０００円で

ございます。これは国の経済対策として前倒しで実施するものでございます。

次の９８ページでございます。第３票地方債の補正でございます。追加が大成区水道施設整備事

業の（補正予算債）でございます。限度額が１億７，７８０万円、起債の方法は証書借入で、利率

は３％以内で、償還の方法は、融資の条件等によるものでございます。２が変更でございまして、

大成区水道施設整備事業で、変更後の限度額が２億９，８８０万円、起債の方法は証書借入、利率

は３％以内、償還の方法は融資の条件等によるものでございます。

続きまして歳出からご説明申し上げます。１０２ページでございます。事業精査が多いので主な
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ものをご報告させていただきます。１款事業費用、１項営業費用、１目総務費で５０万３，０００

円の減でございます。２目維持管理費で１，３１９万７，０００円の減で、主なものは役務費の手

数料の減、１３節委託料の水道メーター器更新業務の入札減、１８節備品購入費、水道メーター器

の入札減等が主なものでございます。２項営業外費用、１目支払利息で１８２万円の減でございま

す。これは長期債の利子の減でございます。２目基金積立金で２，８１０万５，０００円、これは

簡易水道事業基金積立金でございます。

次のページへいきまして、２款資本的支出、１項建設改良費、１目施設改良費２５万９，０００

円の増でございます。２目簡易水道事業費で２億８，０９９万９，０００円の増でございます。こ

れにつきましては、国の大型補正による経済対策として平成２５年度補正予算により、前倒し措置

したものでございます。総体事業費は、繰越しにありました通り３億７５５万２，０００円でござ

います。区域は２５年度に引き続きまして、久遠富磯までの総配水管の敷設工事を予定してござい

ます。

戻りまして歳入でございます。１００ページです。１款事業収入、２項営業外収入、２目他会計

繰入金９１万円の減で、一般会計繰入金の減でございます。

２款資本的収入、１項町債、１目町債、１億６，９６０万円の増、これは大成区水道施設整備事

業債の補正予算債等の増でございます。３項補助金、１目補助金１億１，３１７万円、これにつき

ましても大成区簡易水道等施設整備補助金でございます。４項繰越金、１目繰越金５６３万１，０

００円、前年度繰越金でございます。

次の１０１ページにいきまして、５項諸収入、１目雑収入で６３５万３，０００円の増で、配水

管移設補償費の減、消費税及び地方消費税の還付金の増でございます、

以上をもちまして収支の均衡を図ったところでございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１３ 議案第１８号

○議長（菅原義幸君） 日程第１３、議案第１８号 平成２５年度せたな町営農用水道等事業特別
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会計補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案１０５ページからでございます。議案第１８号 平成２５年度せた

な町営農用水道等事業特別会計補正予算第４号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額に１６６万７，０

００円を追加し、総額を３，２５６万７，０００円とするものでございます。

その主な内容は、施設の維持管理経費精査のほか、基金への積み立てなどについて補正をお願い

するものでございます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽光則君） １０９ページでございます。歳出からご説明申し上げます。１款

事業費用、１項営業費用、１目総務費で２２万９，０００円の減でございます。２目維持管理費で

３６万６，０００円の減であります。２項営業外費用、２目基金積立金で１８６万２，０００円の

増でございます。これは営農用水道等整備基金の積立金でございます。

２款資本的支出、１項建設改良費、施設改良費で４０万円修繕料でございます。

１ページ戻りまして１０８ページです。歳入をご説明申し上げます。２款の資本的収入、２項繰

越金、１目繰越金、補正額１６６万７，０００円で前年度繰越金でございます。

以上をもちまして収支の均衡を図ったところでございます。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１４ 議案第１９号

○議長（菅原義幸君） 日程第１４、議案第１９号 平成２５年度せたな町公共下水道事業特別会
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計補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案１１１ページからでございます。議案第１９号 平成２５年度せた

な町公共下水道事業特別会計補正予算第４号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額から７２１万６，

０００円を減額し、総額を４億１，４４３万６，０００円とするものでございます。

その主な内容は、施設の維持管理経費精査のほか、下水道整備事業費の精算だとについて補正を

お願いするものでございます。また予算に併せまして地方債の廃止１件、変更１軒をお願いしてお

ります。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

丹羽建設水道課長。

○建設水道課長（丹羽光則君） １１３ページでございます。第２表地方債の補正でございます。

１廃止が下水道事業の特環分でございます。限度額が１９０万、起債の方法、証書借入で利率が３％

以内、廃止の理由は、新規要望がなかったためでございます。２の変更が下水道事業の公共部分で

ございます。変更後が、限度額１，４５０万円、起債の方法が証書借入、利率は３％以内、償還の

方法は、融資の条件によるものでございます。

次でございます。１１７ページでございます。歳出からご説明申し上げます。１款事業費用、１

項営業費用、１目総務費で６６万２，０００円の減でございます。精査でございます。２目管渠費

５万４，０００円の減、３目処理場費で２０１万９，０００円の減でございます。これも精査でご

ざいます。

次の１１８ページです。２項の営業外費用、１目支払利息で１８万６，０００円の減でございま

す。

２款資本的支出、１項建設改良費、１目下水道整備費で４２９万５，０００円の減で精査でござ

います。

次に歳入に戻ります。１１５ページでございます。１款事業収入、１項営業収入、１目下水道使

用料６２万２，０００円の増でございます。現年使用料の増でございます。２目その他営業収入で

４２万で３，０００円の減で精査でございます。２項営業外収入、１目他会計繰入金で３２９万４，

０００円の減で、一般会計の繰入金減でございます。２目その他営業外収入１７万５，０００円の

増で雑収入でございます。

２款資本的収入、１項町債、１目町債３７０万円の減で、公共あるいは特環の事業債の減でござ

います。２項他会計出資金、１目他会計出資金で１９万７，０００円の増でございます。精査でご

ざいます。

次のページで、１１６ページです。３項補助金、１目補助金で３７万１，０００円の減で、国庫

補助金の減でございます。５項分担金及び負担金、１目分担金で４２万１，０００円の減でござい
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ます。

以上をもちまして収支の均衡を図ったところでございます。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

○議長（菅原義幸君） ここで１０分間休憩いたします。

休憩 午後１時５９分

再開 午後２時１０分

○議長（菅原義幸君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。

◎日程第１５ 議案第２０号

○議長（菅原義幸君） 日程第１５、議案第２０号 平成２５年度せたな町風力発電事業特別会計

補正予算を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案１２１ページからでございます。議案第２０号 平成２５年度せた

な町風力発電事業特別会計補正予算第１号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算につきましては、現在の歳入歳出予算の総額から４１５万３，

０００円を減額し、総額を５，１２１万円とするものでございます。

その主な内容は、施設の維持管理経費精査のほか、洋上風車の故障により売電収入の減収が見込

まれることに伴う基金積立てへの精査などについて補正をお願いするものでございます。

内容につきましては担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

福士産業建設課長。
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○瀬棚総合支所産業建設課長（福士裕継君） それではご説明申し上げます。今回の補正につきま

しては、ただいま提案理由にもありましたように、昨年の１１月後半から本年１月までの約２カ月

にわたりまして、１号機の故障により売電がされず減収となったことから所要の補正をお願いする

ものでございます。

まず歳出からご説明いたします。議案の１２５ページであります。１款電気事業費、１項電気事

業管理費、１目一般管理費で４１５万３，０００円の減でございます。１１節需要費では船舶用の

燃料費といたしまして８，０００円を追加、１２節役務費、１３節委託料につきましては、事業精

査による減でございます。１４節の使用料及び賃借料につきましては、作業用の船舶借上料として

４万３，０００円の追加、２５節委託金につきましては、本年度初めて基金への積立金を予算計上

したところでございますけれども、４１７万９，０００円全額を減額するものでございます。２７

節公課費につきましては、消費税及び地方消費税として１３万９，０００円の追加でございます。

次に歳入でございます。３款諸収入、１項収益事業収入、１目売電収入で６５０万９，０００円

の減でございます。これまでの実績に加え２月、３月につきましては、前年度の実績をそのまま見

込み、最終的には予算に対して６５０万９，０００円の減となる見込みでございます。

それに４款繰入金、１項基金繰入金として、風力発電事業基金から２００万円を繰入れ収支の均

衡を図るものでございます。なお、売電収入にきまして、この２月、３月につきましては前年度の

実績をもとに試算をしたところでございますが、今後の本年の風の吹き方、発電量など推移を見き

わめながら、最終的な精査をさせていただきたいと考えてございます。

以上、よろしくお願いを申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１６ 議案第２１号

○議長（菅原義幸君） 日程第１６、議案第２１号 平成２５年度せたな町病院事業会計補正予算

を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。
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○副町長（髙野利廣君） 議案の１２７ページでございます。議案第２１号 平成２５年度せたな

町病院事業会計補正予算第６号の提案理由をご説明申し上げます。

今回ご提案申し上げます補正予算の主な内容でございますが、給与費や施設の維持管理経費、業

務費、診療材料費精査ほか、大成診療所の改築経費や不採算経費に係る一般会計からの繰入れ、国

保会計からの繰入れなどについて補正をお願いするものでございます。

内容につきましては病院事務局長より説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

小林国保病院事務局長。

○国保病院事務局長（小林安晴君） １３８ページをお開き願います。１款せたな町立国保病院費

用、１項医業費用、１目給与費２７１万５，０００円の増です。人件費の精査のほか、職員の時間

外勤務手当及び臨時医師賃金分の増が主なものでございます。２目材料費、薬品費２，０００万円

の増です。これにつきましては血友病患者に対する高額な薬品を購入したとものでございます。３

目経費４１４万３，０００円の増で、精査のほか当面必要な経費について補正をお願いするもので

すが、主なものは７節燃料費、それから１３節の委託料１１２万１，０００円の増ですが、これは

給食業務でございます。入院患者数の増によるものでございます。それから１８節の雑費９９万３，

０００円の増、出張医師対策費でございます。４目減価償却費５０２万８，０００円の増、主なも

のは３節機械備品減価償却費で４８８万７，０００円の増です。これはＣＴ装置管球取替等でござ

います。それから５目資産減耗費１５２万４，０００円の増ですけども、２節固定資産除却費、医

療機器の廃棄処分によるものでございます。

これに対する収入ですけども、１３７ページをお開き願います。１款せたな町立国保病院収益、

１項医業収益２，６６５万３，０００円の減です。１目入院収益７，３９６万１，０００円の減、

２目外来収益４，３５７万２，０００円の増です。４目他会計補助金、国保直営診療施設運営費補

助金３７３万６，０００円の増です。２項医業外収益、３目負担金交付金、不採算地区病院運営費

負担金６，０００万円を増額し収支の均衡を図ったものでございます。

次に１４０ページをお開き願います。１款せたな町立国保病院資本的収入、１項、１目企業債、

建設改良事業でございます。企業債、ＣＴスキャナ装置等の起債分４２０万円を減額するものでご

ざいます。３項、１目他会計補助金、国保直営診療施設整備補助金７８１万６，０００円を増とし

ております。

次に１４２ページをお開き願います。２款せたな町立国保病院瀬棚診療所費用、１項医業費用、

１目給与費、人件費の精査で１１万円の減です。１目材料費、薬品費で１５０万円の増です。３目

経費１８万４，０００円の増で、精査のほか当面必要な経費について補正をお願いするものでござ

います。１３節の委託料５５万９，０００円の増につきましては、ＣＴ装置の入替えによる保守管

理業務分でございます。４目減価償却費２７３万７，０００円の増はエックス線撮影装置分です。

６目研究研修費８０万円を減額しております。

これに対する収入ですけども１４１ページお開き願います。せたな町立国保病院瀬棚診療所収益、

１項医業収益、１目外来収益２，２８４万４，０００円の減、３目他会計補助金、国保へき地直営
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診療所運営費補助金４３５万５，０００円の増、２項医業外収益、２目負担金交付金、総不採算地

区診療所運営費負担金２，２００万円を増額し収支の均衡を図っております。

次に１４５ページお開き願います。３款せたな町立国保病院大成診療所費用、１項医業費用、１

目給与費５９万７，０００円の減、３目経費５０万円の減で精査のほか当面必要な経費について補

正をお願いするものでございます。

これに対する収入ですが１４４ページになります。３款せたな町立国保病院大成診療所収益、１

項医業収益、１目外来収益８，２４７万９，０００円の減、３目他会計補助金、国保へき地直営診

療所運営費補助金６３８万２，０００円の増、２項事業外収益、２目負担金交付金、不採算地区診

療所運営費負担金１，５００万円の増、３目その他医業収益、合併時一時借入金解消繰入金６，０

００万円を増額し収支の均衡を図ったところでございます。先ほど財政課長からも説明がありまし

たけども、国保病院からの借入金ですが現在１億２，０００万の借入れ残額がありまして、今回６，

０００万円返済ということになりますので、大成診療所の借入れ残額は６，０００万円となるもの

でございます。

次に１４７ページお開き願います。３款せたな町立国保病院大成診療所資本的支出、２項建設改

良費、１目診療所改築事業費１億１，２９９万７，０００円の増です。１節委託料では診療所改築

工事監理業務３４２万２，０００円、２節工事請負費、診療所改築工事です。３節手数料、建築確

認申請等手数料６万３，０００円を見ております。２目有形固定資産取得費１０２万９，０００円

の増で院内電話システムでございます。

これに対する収入ですが１４６ページになります。３款せたな町立国保病院大成診療所資本的収

入、１項、１目他会計出資金１億１，３５１万１，０００円の増で診療所改築事業分が１億１，２

９９万７，０００円、機器備品購入分で５１万４，０００円です。今回、収支で不足する額５１万

５，０００円につきましては、損益勘定留保資金で補てんするものでございます。

よろしくご審議を賜りますようお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決をいたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１７ 議案第２２号
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○議長（菅原義幸君） 日程第１７、議案第２２号 せたな町障害程度区分認定審査会の委員の定

数等を定める条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案その２でございます。議案第２２号 せたな町障害程度区分認定審

査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例につい説明申し上げます。

本案は障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律の施行により、平成２６年

４月から市町村の障害福祉サービスの種類等の決定に係る障害程度区分が、障害支援区分に変更と

なることから、この条例の一部を改正しようとするものであります。

内容については担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

井口保健福祉課長。

○保健福祉課長（井口勝則君） せたな町障害程度区分認定審査会の委員の定数等を定める条例の

一部を改正する条例につきましては、３ページの新旧対照表によりご説明をいたします。このたび

の条例改正につきましては、平成２４年６月に成立した障害者総合支援法において、平成２６年４

月１日施行となっている障害程度区分について障害の多様な特性、その他の心身の状況に応じて必

要とされる標準的な支援の度合いを総合的に示すことから損害支援区分に改正されるため、条例の

一部を改正するものであります。改正前、題名中障害程度区分を、改正後は障害支援区分に改め、

第１条審査会の委員の定数中、同じく障害程度区分を障害支援区分に改めるものであります。具体

的には、調査項目等につきましては整理されまして１０６項目から８０項目となり知的障害者や精

神障害者の特性に配慮することが明記されたところであります。附則としてこの条例は平成２６年

４月１日から施行するのでありますので、よろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１８ 議案第２３号
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○議長（菅原義幸君） 日程第１８、議案第２３号 せたな町行政財産使用料条例等の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案第２３号 せたな町行政財産使用料条例等の一部を改正する条例の

制定についてですが、本案は社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な改革を行なうため

の、消費税法の一部を改正する等の法律の施行により、平成２６年４月１日から消費税率が引き上

げられることから本条例の一部を改正しようとするものであります。

内容については担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

西村総務課長。

○総務課長（西村晋悟君） それでは改正の内容につきましてご説明申し上げます。６ページをご

覧いただきたいと思います。条例の一部改正をしようとする条例につきましては、３本ございまし

て、まず第１条で謳っております、せたな町行政財産使用料条例、第２条の瀬棚ふれあいセンター

条例、第３条のせたな町病院事業の設置等に関する条例でございます。いずれにいたしましても、

消費税率が４月から引き上げられることに伴いまして、条文または別表中の１００分の１０５を１

００分の１０８に改めるものでございます。

７ページをご覧願います。新旧対照表でございますが、せたな町行政財産使用料条例では、第４

条の使用料につきまして次の８ページをごらん願います。瀬棚ふれあいセンター条例では、別表の

備考第５号中の電気料の実費について、次の９ページでは、せたな町病院事業の設置等に関する条

例では、第４条第２項第３号の使用料及び手数料についての条項につきましてそれぞれ改正をしよ

うとするものでございます。なお、附則といたしましてこの条例は平成２６年４月１日から施行す

るものでございます。

説明は以上でございます。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。
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よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第１９ 議案第２４号

○議長（菅原義幸君） 日程第２１、議案第２４号 定住自立圏形成協定の締結についてを議題と

いたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案第２４号 定住自立圏県政協定の締結についてですが、本案は平成

２６年度から函館市との間において、定住自立圏県政協定を締結するため、せたな町定住自立圏形

成協定の議決に関する条例の規定により議会の議決を求めるものであります。

内容については担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

西村総務課長。

○総務課長（西村晋悟君） それでは定住自立圏の形成に関する協定書の内容につきましてご説明

申し上げます。１２ページからでございます。この協定につきましては、甲であります函館市と乙

でありますせたな町との間で締結をするものでございます。まず第１条では目的でございますが、

中心市宣言を行った甲、すなわち函館市になりますが、と甲が行った中心市宣言に賛同した乙、こ

れはせたな町でございます。相互に役割を分担し連携を図りながら圏域に必要な都市機能及び生活

機能を確保し、安心して暮らせる定住自立圏を形成することを目的としております。

続きまして第２条では、基本方針について謳っておりますが、まず第１条の目的を達成するため

に、第３条に規定する政策分野の取り組みにおいて、相互に役割分担して連携を図ることを謳って

ございます。

第３条では、その連携する取り組みの分野、内容、役割分担について、まず一つ目としては、生

活機能の強化に係る政策分野、これは１４ページからにあります別表１でその項目が載ってござい

ますが後ほどご説明申し上げます。二つ目といたしましては、結びつきやネットワークの強化に係

る政策分野、これは１５ページにある別表第２でございます。三つ目といたしましては、圏域マネ

ジメント能力の強化に係る政策分野、１６ページにあります別表３になりますが、これら３項目の

政策分野におきまして協定をすることを謳ってございます。

続きまして第４条では、別表第１から第３までの事務の執行費用、費用負担、人員確保などにつ

いて、次に第５条では、協定を変更する際の議会の議決について、続きまして第６条では、協定を

廃止する際の手続などについて、続きまして第７条では、疑義の解決につきましてそれぞれ謳って

いるものでございます。

次に１４ページをお開き願います。ただいま申し上げましたとおり第３条、第４条にある別表第

１の取り組み内容と役割分担となってございます。まず本年冬に導入されますドクターヘリ、これ

の導入を初めといたしました広域救急医療体制等の充実、それと観光ＰＲイベントなど各種プロモ

ーション活動の実施及び滞在型観光促進に資する観光メニューの開発からなる広域観光の推進で
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ございます。

続きまして１５ページの別表第２をご覧願います。公共交通手段の維持及び確保、交通ネットワ

ークの形成、圏域内の国際化の推進について、続きまして１６ページをご覧いただきたいと思いま

す。１６ページでは別表第３、職員の合同研修等について記載をしているものでございます。なお、

この協定につきましては今月３月２７日、函館市で合同の調印式が行われる予定となってございま

す。

説明は以上でございます。

よろしくお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第２０ 議案第２５号

○議長（菅原義幸君） 日程第２０、議案第２５号 公有水面埋立免許の出願に伴う意見について

を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案第２５号 公有水面埋立免許の出願に伴う意見についてですが、本

案は、今回、埋立てをしようとしている第１種上浦漁港の漁港施設の用地については、老朽化が著

しい船揚場の整備をするために必要なものであり、公有水面埋立法第３条第４項の規定により、議

会の議決を求めるものであります。

内容については担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。

佐野産業建設課長。

○大成総合支所産業建設課長（佐野英也君） それでは議案書の１８ページをお開き願います。上

浦漁港整備事業につきましては、平成２４年度から平成２８年度までの５カ年計画で、南防波堤の

改良をはじめ、船揚場の勾配解消や道路及び用地の改良工事が現在進められているところでありま
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す。船揚場の整備期間は２６年度から２７年度までの予定となっております。上浦漁港の埋立区域

の平面図を見ていただきたいと思います。黒色で表示している箇所が今回埋立てをしようとする区

域となります。埋立て区域の延長は、１２２．６７メートルとなります。本埋立ては現在の船揚場

の勾配が一定でないため、漁船の船揚作業等に支障を来している現状から、斜路の勾配を同一勾配

にすることにより、作業の効率化を図る目的で整備するものであり、北海道が施行主体となって実

施するものであります。埋立てする位置につきましては、久遠郡せたな町大成区上浦３番２地先の

公有水面。埋立の面積は１８２．４１平方メートル。埋立ての用途は、漁港施設用地となります。

なお、これに伴う公有水面の消滅につきましては、平成２５年６月２９日開催のひやま漁業協同組

合第１９回通常総代会において承認されております。

以上でございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、本案は原案のとおり可決されました。

◎日程第２１ 議案第２６号

○議長（菅原義幸君） 日程第２１、議案第２６号 北海道市町村職員退職手当組合の規約の一部

を変更する規約の協議についてを議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

副町長。

○副町長（髙野利廣君） 議案第２６号 北海道市町村職員退職手当組合規約の一部を変更する協

議についてでありますが、本案はこの度、上川中部消防組合及び伊達壮瞥学校給食組合が解散脱退

することに伴い、北海道町村職員退職手当組合契約別表を変更することについて、組合組織団体の

協議が必要とされることから、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求めるものであ

ります。

内容については担当課長に説明をいたさせます。

よろしくご審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 内容の説明を求めます。
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西村総務課長。

○総務課長（西村晋悟君） それでは議案の２１ページをお開き願います。新旧対照表によりまし

て変更点についてご説明を申し上げます。別表の上川の項中、上川中部消防組合を、同じく胆振の

項中、伊達壮瞥学校給食組合を削除するものでございます。附則といたしまして、この規約は地方

自治法第２８６条第１項の規定による総務大臣の許可の日から施行するものでございます。

以上で説明を終わります。

よろしくお願いを申し上げます。

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

続いて討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより採決いたします。

お諮りします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決されました。

◎散会宣告

○議長（菅原義幸君） 以上で本日の議事は終了しました。

お諮りいたします。

議案調査のため、あすから３月１１日までの６日間休会したいと思います。

これにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認め、あすから３月１１日までの６日間休会することに決しま

した。

なお、３月１２日午前１０時に再開いたしますので、当議場にご参集願います。

本日はこれにて散会します。

ご苦労さまでした。

散会 午後 ２時４５分
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開会 午前１０時００分

   ◎開議宣告

○議長（菅原義幸君） おはようございます。

ただいまの出席議員１２名で定足数に達していますので、定例会を再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

    ◎日程第１ 一般質問

○議長（菅原義幸君） 日程第１、一般質問を行います。

質問者、答弁者に申し上げます。会議規則第５３条に規定されていますとおり、質問、答弁は簡

潔明瞭にお願いいたします。

それでは、通告順に順次発言を許します。

３番、大野一男君。

○３番（大野一男君） ただいま議長より一般質問の許可をいただきましたので、町長に質問をさ

せていただきます。高齢者の健康づくりへの取り組みについて質問をいたします。せたな町地域ケ

ア構想に見られるように、当町における高齢化に伴う課題、対策は多岐に渡ります。その中で、高

齢化が進むせたな町において、高齢者の健康づくり活動への取り組みを図り、一人でも多くの健康

で元気な高齢者が日常生活を営める地域社会を構築していくことも重要な政策課題と考えます。

せたな町地域ケア構想では、高齢者が健やかにはつらつと暮らせるための取り組みとして、健康

手帳の活用、健康教育、健康相談の実施、各種検診により疾患の早期発見と事後管理の徹底、要介

護にならない、悪化をさせないための介護予防活動への取り組み、独居や高齢者のみの世帯への高

齢者等支援員による訪問活動など、閉じこもりや外出に支障がある方に対する移動手段の確保の６

項目が掲げられています。こうした施策は主に町が担うことになる訳ですが、事業内容によっては、

行政のみがその負担を負うのではなく、地域住民の様々な活力、人的資本を取り込んだ支援体制を

構築し、地域住民と行政の互助、共助によりこうした事業の推進が図られるよう、その仕組みづく

りを積極的に推し進めていくことが求められていると考えます。まちは、先般、地域に出向き住民

参加型高齢者生活支援推進事業と題して町内５地域で各５回、延べ２５回に渡り高齢者を支える地

域づくりを話し合う集会を開催し４件のテーマを掲げ、それぞれに意見交換を実施し、今後の地域

との関わりを模索する貴重な意見を得ることができたのではないかと思います。その中にも、今後、

まちと地域住民との関わり合いを示す積極的な意見も多く含まれていると感じました。

次の提案も含め、高齢者の健康づくり活動への取り組みについて町長の所見をお伺いいたします。

１、ふまねっと運動のボランティア指導者である、ふまねっとサポーターを養成するなどして、

ともに活動の方針と計画を練り上げて、協働で健康づくりに取り組み、更なる拡大の輪を広げ、地

域での健康教室の普及、促進を図るモデルケースとして取り組んではいかがでしょうか。

各区に高齢者が、いつでも気軽に集える集会場所を確保、整備し提供する。管理、運営等につい

ては、民間ボランティアの活用も念頭に検討してみてはいかがでしょうか。

３、生涯スポーツとして、日常生活にスポーツを取り入れたライフスタイルを奨励し、軽スポー
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ツの普及を一層図っていただいたらいかがかと思います。

以上、町長に所信をお伺いします。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） 大野議員のご質問にお答えします。

まちでは、せたな町総合計画に定めた基本目標の一つである、健やかに暮らせる福祉のまちの実

現を推進するため、誰もが高齢となり医療や介護が必要な状態となっても、できる限り住み慣れた

地域で安心して暮らし続けることができるよう、保健、医療、介護、福祉など、各分野が連携を図

りながら、サービス提供するための方針として地域ケア構想を策定しています。高齢者が健やかに、

はつらつと暮らせるための取り組みとして、当町では、高齢になっても健康状態を維持し、元気で

過ごすことができるために、若い世代から健康管理や健康づくりの取り組みとして、保健事業を実

施しております。特定健診、各種がん検診により疾病の早期発見、早期治療に努め、高血圧や糖尿

病などの生活習慣病の予防や重症化を防ぐために、保健師による訪問指導や健康教育などを実施し

ております。

ご提案いただきました内容につきましてお答えをいたします。一つ目、現在実施している、ふま

ねっと事業は認知症予防、介護予防を主な趣旨とし、平成２４年度より実施をしております。ふま

ねっと運動とは、大きなマス目の網を床に敷き、この網を踏まないよう、いろいろなステップで歩

く、楽しくかつ頭や体を使ったレクリエーションであります。利用した高齢者は、平成２４年度延

１０５名、２５年度延２１７名となっております。教室活動も地域に出向き、平成２４年度は北檜

山会場、若松会場、平成２５年度は瀬棚会場、大成会場で行っており、さらに多くの高齢者が参加

する機会を持てるよう事業を進めているところであります。教室の指導的役割を担っているのは、

ご存じのとおり、社会福祉協議会に所属するボランティア団体ひまわりの会のふまねっとインスト

ラクター又はサポーターの資格を有する方々で、現在７名の方が登録されています。地域包括支援

センター職員とともに高齢者の認知症予防、介護予防の大切さを伝えるとともに、高齢者の実態把

握と予防活動の効果を出すために取り組みを行っております。更に、教室を修了した高齢者へは、

ひまわりの会がボランティア活動として、それぞれの会場でふまねっと運動を実施してくださって

いると伺っております。今後、取り組みを拡大していくにあたっては、更に多くのインストラクタ

ー又はサポーターの養成や、所属機関であるせたな町社会福祉協議会との連携が必要となります。

そのために、平成２６年度には、インストラクターやサポーターの養成のための研修会を講師を招

いて町内で開催し、介護予防の充実に努めてまいります。

二つ目ですが、高齢者がいつでも気軽に集える集会場所の確保、整備につきましては、先般実施

いたしました住民参加型高齢者生活支援等推進事業の意見交換会において、各地区の皆さんから多

くの意見をいただきました。課題としては、日中楽しめる場所、高齢者、若者、子ども世代の交流

の場、気軽に集まれる場などの必要性が上げられておりました。まちといたしましては、今後意見

交換会でいただきました意見を踏まえ、気軽に集える場所として、公共施設等の活用方法を検討し、

地域の方の声がけ、支え合いにより、閉じこもりがちな高齢者の方が外に出て、世代間問わず交流

をすることができる仕組みやきっかけづくりを、個人で出来ること、町内会等団体で出来ること、

行政で出来ることなど、平成２６年度も地域の皆さんとの話し合いを重ねながら、進めていくこと
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で、心身の健康維持ができるよう努めてまいります。

三つ目です。軽スポーツの普及による日常生活にスポーツを取り入れたライフスタイルの奨励に

つきましては、意見交換会で、パークゴルフ、エアロビクス、スポーツダンス、ゲートボールなど、

一緒に楽しめる会員が年々少なくなっているとの意見をいただきました。運動を高齢者の日常生活

に取り入れるため、介護予防事業で高齢者大学の方々と協同で実施している、ますます元気教室や

健康体操、エアロビクスのほそみどり教室などの事業を実施しています。参加者が楽しく心と身体

を動かし、生活改善や健康管理を図れるよう今後とも事業の推進に取り組んでまいりますので、ご

理解を賜りたいと存じます。

○議長（菅原義幸君） 大野議員。

○３番（大野一男君） 町長から今答弁をいただきましたが、極めて今ある状況の説明をいただい

たような気がしております。大変失礼な言い方かもしれませんが。実情は確かに保健事業の中で、

現況行われている実態があるというのを私も十分承知してますが、やはり、今の高齢化社会を考え

ますともっと積極的にまちとして、一つの大きな政策の柱として位置づけて取り組んでいただきた

いという思いがあって、きょうこういう質問をさせていただきました。町長は多分２０２５年問題

をご承知だろうと思うんですが、これは２０２５年になると、団塊世代の方々が高齢者の仲間入り

をする。いわゆる７５歳以上の方が高齢者の仲間入りをするということで、国としてもそこに向け

て、いろいろ介護であるとか、医療の負担軽減を図る意味でそのことを見据えて今からしっかりと

健康な、元気な、要するに介護に至らない、あるいは医療をそんなに受けないような元気なお年寄

りを育んでいく。こういう事業を一つ大きな政策の柱として進めていこうという考えがありますし、

私もそのとおりだと思いますし、先般、せたな町で行なった地区に出向いて様々な意見交換をした

背景にもこういったことを踏まえて、保健事業の中でどのようにそのことを進めていくかというこ

とも一つ大きな意図として行われたのかなと。もちろん介護を必要としたり、あるいは医療を必要

とするときには、今町長がお話いただいたような、様々な制度の中でその制度を活用した中で、地

域が見ていく、国が見ていくということになるんですが、やはり一方で、何回も言いますが、元気

な高齢者をどのように育んでいくかということを、先ほど言ったように２０２５年問題という一つ

の７５歳以上の方が、１０年後、平成３７年にそういう状況になるわけで、そのことを見据えてい

くと全体の…

そういうことを思いますと、しっかりと今からそういう体制をせたな町でも進めていく必要があ

ると。我がまちは他の地区から見ても高齢化が進んでます。データによりますと６５歳の比率が４

０％を超えてるということです。来年からはこの団塊の世代がいよいよ６５歳以上。高齢者の仲間

入りをするということで、来年からいろいろ６５歳以上、１０年後には７５歳以上という対応が迫

られるということであります。そういった中で保健活動、これは包括支援の方あるいは保健師、町

職員が担当して、いろいろ今の町長のお話の中で活動してるわけですが、総花的にいろんな事業を

こなしていくことで、手いっぱいでないかという気がするんですね。健康診断であるとか、あるい

は検診であるとか、いろいろ事業持ってますが、今のスタッフの総員からいってもなかなか厳しい

労働といいますか、実務内容の中で精一杯動いていただいてるということで、これをすべて行政に

頼っていくということには、私はある程度限界があるのかなという気がします。むしろそうであれ
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ば、先ほど言ったように、ふまねっと運動に見られるように、地域のボランティア活動を活用して、

仕組みを作りながら出来ることは協働でやっていく。あるいは出来ることは地域や住民の方にお任

せをして進めていくと。こういう体制を今からしっかりと作っていくことが大事ではないのかと思

います。ふまねっとについては町長から紹介いただきましたように、社会福祉協議会の中に実働し

ているボランティア団体が行なっているわけですが、これも大成区、瀬棚区にそういう方を広げて

やっていくと。予算を作ったといいますが、北海道のＮＰＯ法人で立ち上げた団体で、ＮＰＯ法人

地域健康づくり支援ワン、ツー、スリーというＮＰＯ法人がこの団体の母体でありまして、そこで

いわゆるふまねっとサポーターというものの資格を有する講習会等をやってるわけです。この受講

料が７，０００円掛かるという資料もいただきました。会員になるには２，０００円実費が掛かる

わけです。これは本人の負担といえばそれまでですが、そういったことも公費である程度をみなが

ら、仕組み作りをしていくことも一つの方策ではないかと。一例を上げますが、そんなふうに思い

ますので、ぜひ積極的にそういうものを取り入れて、今後のモデル事業として進めていって、これ

を一つのきっかけに、先ほど来言っている地域のケア構想にある様々な事務事業の中で、すみ分け

をしながら、分担をしながら、推進を図っていただければいいのではないかと思います。

それから２番目の集会場所の件ですが、今、町長からも公共施設を活用してというお話をいただ

きました。現状、瀬棚区では、せたな児童会館、あるいはせたな町のＢ＆Ｇ海洋センターここには

管理人が常駐していまして、日中はある程度整備がなされていると。それから北檜山区では、若松

基幹集落センター、イエローパレスであるとか、丹羽活性化センター、それからせたな高齢者セン

ター、せたな町町民ふれあいプラザ、せたな町民体育館、それからせたな町健康センターこれは包

括支援と並んでるところですが、こういう施設には管理人の方が常駐していられて、開設をして運

営をしていこうと思えば、仕組み的に受け入れ態勢はある程度可能なのかなと思いますが、大成区

においては、様々なこういう生活館であるとか、集会施設があるわけですが、大成町民センター、

あるいは各地区にある生活館等々には、今管理人がいない無人の状況であります。ですから必要な

ときに、鍵を預かって施設を開いて提供している実態があるわけです。これは旧町時代の運営が踏

襲されて今日こういう形になっているということは理解できるわけですが、特に大成町民センター

においては、一つの案としてここを管理する人を常駐させて、そして今町長の答弁あったように、

いつでも気軽に集まる集会の場所として地域の方に開放すると。こういう仕組みからまず取り組ん

でいただければ大変いいのではないかなと思います。いろいろ財源的な問題もありますが、そこは

いろいろ案を練って地域の方のボランティアに管理を委託するであるとか、あるいは社会福祉協議

会の方にそこに事務所を構えてもらって、兼ねてもらうとか、いろいろあると思うんですが、まず

前向きにその辺は検討して、日中いつでもそこに集会できるそういうモデルとして開放していくこ

とが、私は一つの案として実現性の高いものではないかと思いますので、ぜひ検討していただけれ

ば大変ありがたいと思います。

それから３番目の軽スポーツの普及ですが、これは現在せたな町体育協会に３８の競技団体が加

盟しております。そのため団体の中には、町長がおっしゃったように、エアロビクスサークルであ

るとか、それからゲートボール協会であるとか、あるいはパークゴルフを行なっている競技団体で

あるとか、それから軽スポーツとしては、スポンジテニス、ラケットテニス、あるいはソフトバレ
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ー、それから個人的ではありますがウォーキングなどが日常営まれております。こういうものをも

う少し、所管は教育委員会、生涯スポーツ生涯学習の範疇なんでしょうけども、そういうことも各

課横断的に連携をとりながら、高齢者の健康づくりというものの促進に役立てていくという視点で

もう一度運動を高めていただきたい。この運動するにはやはり絞り込んで、テーマをしっかり決め

て一つ一つこなしていくことが大事で、きょうは総じて高齢者の健康づくり、運動、あるいは心身

の健康ということで集会施設ということで、絞ってご質問をさせていただきました。町長、その辺

についてもう少し具体的な答弁をいただければと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） それでは２回目の質問にお答えをいたします。大野議員から２０２５年度

問題のお話をいたしましたが、これは全国のお話でございまして、２０２５年問題は、当町におき

ましては、まさに真っただ中にいるということでございまして、私たちの今の取り組みが、全国的

に２０２５年問題を迎えるこの日本の参考になると思っておりまして、私たちも一生懸命取り組ん

でいるところでございます。様々議員おっしゃいましたが、要するに健康寿命をこれからしっかり

伸ばしていって、安心、安全でこの地域に住み続けれるようにということが求められる１番のこと

ではないかと思います。そのためには、まちも様々な事業を通して、これに対応しているわけです

が、しかしまちだけでは、当然成果を上げることはできないと。なんとしても高齢者自身、それか

らボランティアの皆さん、そしてこの社会福祉協議会。この４者がきちんと連携をとって行動して

いく必要がある。なんと言いましても高齢者の皆さんにとりましては、自分の問題と受けとめてい

ただいて、まちでいろいろ行なっている各種事業に積極的に参加をしていただくと。そして、それ

を日常的に実施をしていただくと、そのときばかりでなくて、日常生活に取り入れて一つのライフ

スタイルとして、これをしっかり継続していただく必要があると思っているところであります。そ

のために議員からいくつかご提案がございました。インストラクター、サポーターを増やすという

こと。これは当然の話でございまして私たちとしても、こうした取り組みを新年度におきましても

実施していくつもりでございます。ただ多少地域間で意識の格差が当然ございますから、この辺に

ついても３区平準化するように私たちとしても力を尽くしていきたいと思います。

次、この集合場所の問題も話をされました。集合場所につきましては、公共施設様々ございます

が、それは基本的にいろいろございます。予約が必要な施設もございますし、そうでない施設もご

ざいます。またそれぞれの地域に集会施設がございます。これにつきましては、これも自ら高齢者

が、常に集まって利用されているという地域もございますし、そうでない地域もございます。その

原因は、少し調査をしてみなければわかりませんが、しかしいつでも高齢者皆さんが自由に使える

ように、これは各町内会、町内会長、町内会の皆さん方とよく話合いをしながら、そうした状況が

もし出来ていなければ作っていかなければならないと考えておりますし、あと管理している、常駐

している公共施設につきましては、これは基本的に、それが別の行事で利用されていない限りは利

用していただけると思っておりますし、常に来ていただいて、そういったことでお申し出をいただ

ければ利用可能と思っております。それともう一つは、大成区でそういった施設が少ないんだとい

うことでございますが、これも私たちとしては、福祉協議会も役場の２階に事務所を構えておりま

すが、そうした公共施設に事務所をおいて、日常的に受け入れれが可能な状況が作れないかどうか
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ということも考えていかなければならないと思っております。ぜひ、これも検討をしてまいりたい

と思います。

それから、日常生活にスポーツを取り入れるということで、議員は体育協会の会長でもございま

すから、そうしたいろいろな思いも特に強いのだろうと思いますが、確かに高齢になりましてもス

ポーツの必要性というのは、これは健康寿命を延ばすという意味からも大変重要な問題であると思

って聞いていたところでございます。先ほども申し上げましたように、確かに問題としては、いろ

いろなスポーツ教室、あるいはサークルがあるわけでありますが、なかなか一緒に楽しめる会員が

減っているという状況にありますが、これは一つには、スポーツと一口に言いましても様々ありま

して、それが多様化しているというふうにも捉えております。このエアロビクスですとか、ゲート

ボールですとかスポーツダンスもあるわけでありますが、一方ではウォーキングですとか、それぞ

れ自分で一生懸命汗を流しているスポーツもあるということでありますから、そうした、いずれの

スポーツでありましても、それぞれが一生懸命取り組んで汗を流していただけるということが一番

大事だと思っております。そこで高齢者自身が取り組んでいるスポーツの中で、まちが支援をする

ということが必要であるという部分につきましては、積極的に係りを持って応援をして支援をして

まいりたいと思っています。

○議長（菅原義幸君） 大野議員の一般質問を終わります。

続きまして２番、本多浩議員。

○２番（本多 浩君） 議長のお許しが出たので私から発言させていただきます。

農業センターの活性化に向けてということで発言いたします。平成２５年に策定されました、せ

たな町農業ビジョンでは、将来の担い手の確保、拡大に向けて、農業センターの効果的な活用を挙

げています。平成２５年度において事業化された、せたな農業塾の実施については、担い手の資質

の向上と農業センターの活性化に効果があったと私たちは一定の評価をしています。農業センター

の更なる活性化と農業振興に寄与することを目指して２点についてお伺いします。

１点目は、新規就農者への研修農場としての活用であります。農業後継者の不足、また経営者の

高齢化、農業経営の悪化等により年々農家戸数が減少していることは、誰もが承知するところであ

ります。しかしながら、せたな町の農業の継続と振興を考えるとき担い手の確保は大きな課題であ

ります。新規就農者に対する支援につきましては、せたな町産業担い手育成条例に基づき対策が講

じられておりますが、研修希望者の受け入れについては、不十分だと思います。指導農業士などの

農業者に受け入れを担っていただく案が主流と考えますが、農業センターが研修の場を提供すると

いった積極的な考えも必要でないかと考えております。これが１点目です。

２点目は、小学生、中学生を対象とした農業体験や学習の場としての活用であります。もちろん

一つは教育学習の場としての提供もあります。もう一つは農林業体験や修学旅行生の受け入れにつ

いては、現在農業者集団や関係機関、団体などが中心となって受け入れておりますが、今後農業セ

ンターにおいて受け入れる考えはおありでしょうか。農業センターの活性化を図るとともに本町の

農業の魅力を発信していく基地としての機能を備えることも農業センターの大切な仕事と考えま

す。

以上２点について町長の所見をお伺します。
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○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） 本多議員からの質問にお答えいたします。

農業センターでは、道南農業試験場や檜山農業改良普及センターのほか、農協、各生産部会と連

携を図りながら、各種作物の奨励品種の比較試験、そらから薬剤効果試験、土壌分析、新規作物の

栽培、あるいはブロッコリー育苗等を行っております。過去の研修につきましては、平成８年度か

ら１７年度にかけ農業後継者１０名を受け入れ、圃場を活用した露地野菜栽培の研修を実施しまし

た。その方々につきましては全て後継者又は農業経営者として第一線で活躍をしております。

平成１８年度以降は、研修の受け入れがありませんでしたが、その理由としまして農協を通じて

研修生を募集しても希望者がいない状況であったこと。また、農業センター側としても実習を主体

とした研修は、現在の施設規模、人員体制では受け入れが難しかったことから研修受け入れが途絶

えております。こうした中、平成２５年度は新たな取り組みとして、水稲や施設野菜を栽培してい

る農家３０歳以下の後継者を対象に、せたな町農業塾を開講し、座学や先進地視察研修を実施して

おります。この取り組みの内容の概略は、町広報誌３月号に掲載して周知を図っているところです

が、次年度以降につきましても継続していきたいと考えております。

ご質問の新規就農者の研修農場としての活用でございますが、新規就農者の目指す農業が高度化、

専門化、単一化が進みその研修についても高度な技術を持っている農家において研修している事例

が多く、一方でセンターのように多くの作物を手作業で作付けしている農業センターでは、そうし

た研修のニーズに応えられないものと考えております。

次に、小学生を対象とした農業体験学習の場としての活用が考えられるのではということでござ

いますが、学校農園としての圃場を設けております。平成１８年度までは北檜山小学校や左股小学

校も利用し、学習の場としておりましたが、その後は左股小学校の統合等によりまして学校数も減

少し、平成１９年度からは若松小学校のみの利用となっております。このほかにも瀬棚小学校や馬

場川小学校での水稲の脱穀作業には、センター職員が出向いて指導しているところでございます。

また、例年、北檜山保育所の子供たち７０人程度が栗拾いを楽しみに訪れておりまして、平成２５

年度に実施しました親子イモ掘り体験では、６組の親子に４種類のジャガイモ堀りを体験していた

だいております。農業センターを活用した農業体験の今後の在り方につきましては、今月開催いた

しました農業センター運営委員会におきましても、委員から小学生の農業体験の利用についてご意

見がありましたことから、教育委員会を通じて利用の呼び掛けをお願いするなど、農業センターで

の体験や学校に出向いての指導など学校側から要望があればしっかり対応したいと考えておりま

すことでご理解願います。

○議長（菅原義幸君） 本多議員。

○２番（本多 浩君） 確かに町長の言われることも理解しております。しかしながら、新規就農

者を受け入れるということに関してはどうでしょうか。指導農業士も数が少ない。また受け入れる

農業者も少ないというのが現状でないでしょうか。これをどこかで打開するためにも農業センター

の機能がここに発揮されることが望ましいと考えます。しかし今すぐ農業センターというわけには

いかないと町長おっしゃっていますが、設備の投資等もありますのでなかなか簡単には行かないだ

ろうと私も理解するとこであります。いずれをとりましても農業センター単独で事業の遂行、ある
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いは問題の解決は困難と考えております。しかしながら鉄は熱いうちに打てということわざがあり

ます。せっかくのまちと農業関係者が総力を挙げて立ち上げた農業振興ビジョン、農業センターの

活性化が月日とともに風化の一途をたどらないように、ＪＡや生産者団体、地域と十分協議され活

力ある農業農村の実現に向け取り組んでいくことを望んでおります。今回は提言という形になりま

したが、提案の実現に向けては農業センターを利用する農業者の一員として、また、生産部会の一

員として積極的に協力する考えです。町長のお考えを再度お聞きします。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） ２回目の質問にお答えをいたします。一つご理解いただきたいのは、農業

センターの役割といいますか、目的はしっかり果たしているということをまず一つご理解いただき

たいなと。もう一つはお金が掛かる話もおっしゃいましたが、これは決してお金の問題ではないと

いうことでございます。問題は新規就農者を受け入れると。これは大事なことでありますが、もう

一つは、その受け入れた新規就農者がしっかりとここに定着してもらうことも大事なことでござい

まして、そのためには、現状、議員も農業でございますからよく理解していると思いますが、大変、

農業を取り巻く環境も厳しい状況にあるわけでございまして、かなりのレベルの技術がなければ新

規就農をして、定着をするということは難しい状況にあると思っております。そのために、私たち

としては、そういった状況を実現していくために、どこがふさわしいのかと、新規就農者を教育す

る、研修する場としてどこがふさわしいのかとなりますと、これは試験栽培であるとか、様々な試

験については農業センターで十分対応できるわけでありますが、しかし、高度な農業技術になりま

すと、やはり専門のそれで経営をしている農家の方が、これは言わずと知れた、しっかりとした研

修ができると思っております。せたな町は、そのために農業指導士、指導農業士、あるいは農業士

という方々が現在随分増えておりまして１７名実際にはおります。この中で現在 ２名の青年就農

給付金をいただいてる青年がこの指導農業士の元で研修をしている。それから、もう一人は新規の

就農でございます。希望している方が一人おりまして、これは当町での専門的なこの種の農業指導

士がおりませんので、これは今金町にお願いをして、今金町の農家で研修をさせていただいている

ということでございます。それで、管内全体の話をさせていただきますと、こうした受け入れ体制

の整備ということで、農業には様々な作物がございますから、それに対応するために檜山管内全体

として、現在３３カ所の農家の協力をいただきながら必要に応じて、研修を受け入れできるという

体制を整えておりますので、決して担い手がまいりましても農業センターありきではなくて、研修

生にとって一番研修をして成果の上がる、そういった場所で研修をしていただけるように私たちと

しては、準備を進めていると、体制を整えているということでございまして、特にせたなの場合は

新規就農が管内では多い地域でございますので、これからも十分そういったことを考えながら、こ

うした研修体制の充実にしっかり努めてまいりたいと思います。議員は農業センターにこだわって

質問されましたが、そうでなくて実際に成果が上がる、そういった体制をしっかりとっているとい

うことで、ご理解をいただきたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 本多浩議員の質問を終わります。

ただいまから１０分間休憩いたします。

休憩 午前１０時５２分
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再開 午前１１時０５分

○議長（菅原義幸君） 休憩を解きまして会議を再開いたします

７番、小平久議員。

○７番（小平 久君） 私から先に通告したとおり２問の質問をさせていただきます。

１問目、中歌漁港の維持管理についてお伺いします。元浦１区、２区地域の漁業生産活動の基地で

ある中歌漁港の出入口が秋から冬にかけて土砂が堆積し、漁船の入港、出港ができない状況が数年

来続いております。今年も漁港に取り残されヤリイカ漁に出れないなどの支障がありました。土砂

浚渫工事が２月２６、２７日に行われたようですが、とりあえず解消されたようです。その間数隻

の船は瀬棚港を利用している状況であります。中歌漁港は数年にわたり漁港の出入口に土砂が堆積

し、漁船が航行出来ない状況が続いております。ある５トン未満の船主からは、今までに何度か舵

を損傷して危険なことがあったと聞いております。抜本的な改善対策は勿論ですが、現状を考える

と土砂浚渫は毎年の維持管理でしなければならないものと思っております。漁港の管理者は北海道

だが、当町の基幹産業の問題でもあり、維持管理を北海道に強く要望していくべきと思いますが町

長の見解をお伺いします。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） それではお答えをいたします。中歌漁港の維持管理について北海道に強く

要望すべきでないかという質問でございました。中歌漁港の浚渫は、北海道において平成２３年６

月と平成２４年５月に浚渫工事が実施されております。今回は、緊急を要することから北海道が、

急遽、本年２月に漁港の出入口を浚渫したことにより、出港できなかった漁船１隻を出港させるこ

とができました。中歌漁港のこれらの経緯につきましては、管理している檜山振興局、工事施工す

る函館建設管理部においてもすでに承知しておりまして、問題が発生した都度、できうる限り速や

かに対応していただいておりますので、抜本的な解決方法を含め、今後も振興局と十分協議をして

まいりたいと考えております。

○議長（菅原義幸君） 小平議員。

○７番（小平 久君） これからもこういった状況が当然予測されるわけでございますので、振興

局等を通じて、この抜本的な対策までこぎつけていただければありがたいなと思いますけれども、

とりあえず、中歌漁港は完成港としての位置づけをされているわけでございますけれども、こうい

ったことで毎年土砂が堆積して入出港ができない。そして、そのために利用者が、期成会に加入し

ている人が１３名船を持っているわけですけれども、冬期間、瀬棚港を利用しなければならないと

いうことで、相当不便を感じた中での漁をしている状況になるわけです。そういった状況でござい

ますので、１日も早くそういった対策をとっていただきたい。特にこの秋から冬にかけてというこ

とになりますと、海も時化の状態が続くことが多くなりますし、先ほども言いましたように漁船の

舵が損傷する。あるいはそれに対応するために漁業者は舵をわざわざ短く２０センチぐらい切り詰

めてひっかからないようにして利用している。そういった状況。それから、瀬棚港を利用するため

に、今まで中歌港に合わせて準備をしてきた方たちが、岸壁の高さ等が違うために非常に作業がし

づらい状況になっている。こういったことを考えると、１日も早くこの対策をきちんとしていただ
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きたい。これは町の管理でございませんので、要望していくしかないと思いますけれども。せたな

町には、ほかにも１３ぐらいの漁港を持っているわけですので、ぜひ北海道にも状況を強く申し上

げて、１日も早い改善をしていただきたいと思いますので、町長の強い意欲を持って臨むことを申

し上げて終わりますけれども、町長にもう一度答弁を求めて終わります。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） ２回目の質問にお答えをいたします。抜本的な改革をということでござい

まして、漁港の入口に砂が溜まるという、こうした状況が過去にはなかったということでございま

して、漁港整備して島堤をつくって静穏度を上げたということが、そういう整備をして完成港にし

たわけですが、完成港にしたところこういった状況が発生してきているという事のようでございま

す。それで、振興局といたしましても十分これを承知しておりまして、砂の流れなどのシミュレー

ションを実施して、どういった状況で砂がつくのかということを、まずしっかりと解こうというふ

うに聞いております。そうしたことで原因がわかればそれなりの対応をしていただけると思ってお

ります。この島堤も漁業者の要望を受けて作ったということでございまして、なかなか海の状況と

いうのは正確に読めないということでございますから、先ほども言いましたように砂の流れなどの

シミュレーションですね、そういったものを十分調査していただいて、こうした状況が起こらない

ようにこれからお願いをしてまいりたいと思います。解決には当然もう少し長い時間が掛かると思

っておりますので、漁業者の皆さんには今の船にはソナーとかの水深を測る様々な機具が載ってお

りますから、たまに測定していただいて、これは危なくなるなという状況がもしありましたら、ぜ

ひ教えていただきたいということと。それから、今回のように１月の末からこういった状況が発生

するというのは、今回初めてのことでございまして、振興局としましては、建設管理部としまして

は、すぐにも浚渫をして航路を開けたいということでございましたが、なにせ日本海の北の海の時

化ですね、なかなか浚渫船が近くにおりませんので、なかなか引いてこれない状況もございまして、

２月に入ってしまったということでございます。これは漁業者の皆さんにも、この辺の作業日程の

変更については十分説明して理解をしていただいております。今後こういった状況が起こらないと

も限りませんので、これは先ほど言いましたように水深を時々測っていただいて危ないなという時

には、いち早く他の港、別な港に移していただいて、今回のように港から出られないで、漁ができ

ないということは、ぜひ自ら避けていただくようにお願いをしたいなと、暫定的な措置として港が

改善されるまでの措置としては、漁業者自らのそうした取り組みもお願いしたいと考えているとこ

ろでございます。

○議長（菅原義幸君） 小平議員。

○７番（小平 久君） それでは２問目に入らせていただきます。

グリーンパレスの温室についてお伺いします。グリーンパレスに隣接する温室は、農村定住促進

対策事業として平成２年に３，２６５万円で建設されたものと伺っております。利用されなくなり

相当の年月が経過しているようです。利用されなくなった温室に、毎年冬期間暖房を入れているの

はおかしいのでないかという指摘が数人の町民から寄せられております。

よって、次の３点についてお伺いします。

①何時から利用されなくなったのか。なぜそうなったのかお伺いします。
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②年間の燃料を含む維持管理費はいくらくらいになっているか伺います。

③今後の対応策は、又は撤去もあり得るのかも含めて答弁願いたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） ２問目の小平議員のご質問についてお答えいたします。

高齢者センターのガラス温室につきましては、旧北檜山町時代に農林漁業に従事する高齢者など

の生きがい対策として、平成元年から建物本体とガラス温室の設置など２か年で、国の補助事業で

ある農村定住促進対策事業により整備したものでございます。

先ず、１点目のご質問でありますが、ガラス温室につきましては平成２年度に建設し、まちは施

設の有効活用と機能の充実を図るため、道南農業試験場において３か月間の施設園芸研修を受講し

た、専任職員１名を配置しておりました。専任職員の指導のもと北檜山老人クラブを中心とした高

齢者を対象に、当時の花いっぱい運動に使用するパンジーやマリーゴールドなどの花の育苗と併せ、

一般町民への花の苗販売を平成１０年ごろまで実施しており、この間、当初の目的とした高齢者の

生きがい対策への役割は、十分果たせたものと思っております。平成１１年以降からは、当初配置

していた専任職員の退職に伴い指導者が不在となったため、現在のような利用がない状況となった

ものであります。まちとしましてもこれまで施設の有効活用については、普及センターやＪＡ、老

人クラブなどとも活用方策について相談し検討をしてまいりましたが、当初利用していた老人クラ

ブの会員の高齢化もあり具体的な活用方策を見出すことができずにいるところでございます。

２点目の維持管理費の質問でございますが、ガラス温室については、冬期間についても雪や氷に

よるガラスの破損防止のためボイラーを利用して最低限の加温と周辺の除雪を行い、施設の維持管

理に努めている状況にあります。これらに係る維持管理費は、平成２４年度実績で、加温のための

燃料代と除雪経費などで約８２万円、平成２５年度見込みで約６５万円となっております。

３点目の今後の対応等でありますが、前段に申し上げましたとおり、この温室につきましては国

の補助を受け整備しております施設の構造上、補助金等適正化法に定める耐用年数終了まで、まだ

５年以上あることや施設転用もできない現状においては、この間の施設維持が必要であると考えて

おります。しかしながら、ご指摘のとおり燃料代が高騰する中で、有効活用が図られないまま施設

の維持管理のみだけに経費をかけることは、中々理解が得られないことから、今後農業センターと

連携した中で、公共施設等にある花壇への花の苗の供給の場としての利用など、関係機関、団体と

も相談をしながら有効活用に向け検討をしてまいりますのでご理解を願います。

○議長（菅原義幸君） 小平議員。

○７番（小平 久君） 平成１１年から現在のような状況になっているということでございます。

この間、１０数年にわたって全く利用されなかった、無為無策のまま暖房費だけを費やしてきたと

いうことに対して、町民からの批判が相当あるのは受け止めていると思います。この間、どうして

何にもしようとしなかったのか。目的があってこれは建設されたものですし、まだまだこの耐用年

数もあるようです。３１年間の耐用年数があるようですけれども、こういった状況をそのまま放置

しながら、ただただものを壊さないために暖房を入てきたと。こういったことが町民の批判の的に

なっているわけでございます、私もそう思います。そこのところになぜ利用しなかったのかという

ところ、もう一度伺いしておきたいと思います。
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それから今後の対応につきましても、まだまだこれから対応する状況の中で、利用する農業のま

ちとしてこういったものを作ってきた経過からすると、もっともっと何らかの対策があってよかっ

たのではないのか。この退職した職員がすべて切り盛りして、そういったことをやってきたという

状況ではないと思うんですね。そこには担当課もあり、理事者もいて、役場のすぐ隣にある施設が

全くそういった状況の中で１０数年にわたって、何の対応もされなかったということが、残念なと

ころなんです。今後の対応策につきましては、先ほど町長から有効活用を何とかしたいということ

でございますので、この問題についてはあまりしつこくはやりませんけれども、全くこういった無

駄なことが行われてきたということに対して、私は問題だと思いますので、全体的なものも含めて、

もう一度しっかり見直しをしてきちんとした有効対策、これを考えていただきたいと思います。ま

た燃料代につきましても、もし有効策が見当たらないんであれば、むしろそのまま放置しておいた

方が、壊れたときに小破を直してもそんなに経費は掛からないと思いますので、そこのところも、

有効活用を行ってるわけですからそういったことはないと思いますけれども、今後のあり方をきち

んと示していただきたいと思います。特に、農業のまちであるということ、そして一次産業のまち

であるということでこういった施設を準備したものであると思いますので、そこら辺のところ、目

的に沿った対応の仕方というものを改めて考えていただきたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） ２回目の質問にお答えをさせていただきます。

なぜこれまで、この１０数年利用できなかったのかということでございますが、この質問につき

ましては当時のことでございますので、憶測で答弁するにもわけにもまいりませんので、お答えは

差し控えさせていただきたいと思いますが、ただ、これを今有効利用できないかということでござ

いますから、これにつきましては先ほど答弁申し上げましたとおり、しっかりと検討させていただ

きます。当初の高齢者の生きがい対策ということで、この施設は建設をされて、花の苗の育苗等に

使われてきたということでございますので、こうしたことが、これからできないのかどうかという

ことなども含めまして、有効活用に向けてしっかりと検討していきたいと。そのまま投げて置くと

いう話もございましたが、それは、いろいろ検討した後で全く利用することができないという状況

になりましたら、また、そういったことも含めていろいろ検討しなければならないものと考えてお

ります。ご理解をいただきたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 小平議員。

○７番（小平 久君） 当時の状況からして、どうしてこうなったのかということについて、町長、

以前からの問題であるということを言いたいんでしょうけれども、町長になってからもう９年目な

んです。その間何ら対策がなかったということなんです。このことのほうが私はむしろ問題だと思

います。当初は専任の職員も育てながらきちんと管理してきた。そして退職された後、町長は引き

継いで９年間になるけれども、全く何の対応もしなかったということのほうが、私はむしろ問題で

あると思います。当時の状況からすると、先ほども町長の答弁にあったように、それなりに草花や、

いろんな面での活動をしてきて町民に還元してきたということがあったわけでございます。今にな

ってこの９年間何もしなかった。ここら辺について、もう一度答弁を求めておきたいと思います。

○議長（菅原義幸） 町長。



- 16 -

○町長（高橋貞光君） お答えをいたします。これからの有効活用については、先ほど答弁申し上

げましたように十分検討させていただきながら、その利用について有効活用について考えていくと

いう答弁をいたしました。９年目に入っておりますから、８年間どうして何もしなかったという質

問であったと思います。この点につきましては、正直に言いまして、もう少し早く有効活用につい

て検討すべきであったと、議員ご指摘のとおりであると思っております。ただ、状況としまして、

なかなか当初の目的どおり使うということになりますと、専任職員の配置等様々な課題があるわけ

でございまして、やはりそれにこだわって、当初の目的どおり使うことについてはなかなか厳しい

ものがあったということでございます。それを、その枠を超えて、有効に利用すると、これは適化

法の関係もございますから、むやみに何でも使えるということではございません。その範囲でのこ

とでございますが、議員おっしゃられるように、もう少し早くこういった部分に手掛けてもよかっ

たのではないかと反省をしているところでございます。

○議長（菅原義幸君） ８番、澤田光子議員。

○８番（澤田光子君） ただいま議長のお許しがありましたので、１点について質問させていただ

きます。

空き家対策について。近年、全国的に空き家が増加しており、防災、防犯上の観点から問題にも

なっています。総務省住宅・土地統計調査によれば空き家の数は２００８年に全国で約７６０万戸

となり、この２０年で約２倍、空き家率で見れば住宅全体の約１３％にもなっています。いまや８

軒に１軒が空き家という現状が浮き彫りになっていると言われております。空き家が増え続ける背

景には高齢化や過疎化があり、一人暮らしが困難になり子どもの元に移転したり、居住者が亡くな

る場合が多く、また、中には病院に入院したまま家が放置されるケースもあるかと思います。放置

された空き家は猫やねずみ、犬の住みかになったりします。また、密集している空き家から火事が

起こるとひとたまりもありません。我がまち、せたな町においても決して、他のまちの事ではあり

ません。

そこで町長にお聞きします。

せたな町として、空き家の実態調査をした事が有るのかどうか。また、調査する考えはあるのか

どうなのか。また、これからの空き家対策についてどのように考えているのかお聞きしたいと思い

ます。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） それでは澤田議員の質問にお答えします。

近年、廃屋を含め、空き家の問題につきましては、全国的にも社会問題として取り上げられてお

ります。ご質問にありましたとおり、総務省が実施している住宅・土地統計調査によりますと、平

成２０年１０月時点で、全国の空き家の総数は７５７万戸、空き家率は１３．１％となっており、

２０年前に比べると、倍増している結果となっております。この空き家には、例えば別荘のような、

たまに寝泊まりするような住宅や、賃貸または売却のために空き家になっている住宅、また、転勤

や入院などの理由で長期にわたって不在になっている住宅、また、建て替えのために取り壊すこと

になっている住宅などが含まれておりますが、しかしこれらを差し引いても相当数あるものと考え

ております。これらの空き家などを放置しておきますと、防犯上の問題や火災の危険性に加えて、
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冬は雪の重みに耐えきれず倒壊する恐れもあり、更には地域の景観を損ねたり、周辺の生活環境を

阻害する原因にもなるわけであります。このようなことから全国的に問題視されている空き家対策

でありますが、全国町村会からも国に対しては、早急に対策を講じるよう要望をしているところで

ございます。ご質問の、空き家に関する実態調査の実施の有無につきましては、これまでこの種の

調査は行ったことはありませんが、本町におきましても空き家、廃屋は今後増加が予想されること

から、町内会等のご協力をいただきながら、実態調査を実施することで考えております。また、今

後の空き家対策につきましては、実態調査の結果を踏まえた上で検討してまいりますので、ご理解

願います。

○議長（菅原義幸君） 澤田議員。

○８番（澤田光子君） ２回目の質問をさせていただきます。町長も今おっしゃったとおり、国と

して本当に問題視されているのがこの空き家対策でありますが、実際、本町においても、もう何年

になりますでしょうか。４、５年経ったと思いますが、空き家から火が出て火事になり、そこは火

の気のないところだったのですが、その年に２件の火事がありました。また、昨年においては、お

ばあちゃんがなくなり、そして、そこにおばあちゃんが使ったものを、夏になったらそれぞれの兄

弟が持っていくということで、放置しておいて、鍵もちゃんと掛けてあったのですが、そこの家財

道具がそっくりなくなったという実態もあります。そういうことを考えると、本当に何があっても

おかしくない状態、そしてまた、せたな町においては人口が減少している中で、先ほど聞きました

ら、もう９，０００を人口は切ったということであります。そのことによって、ひとり暮らしのお

ばあちゃん、おじいちゃんが居たところが当然空き家になる。子供たちが帰ってくるのかというと、

なかなか帰ってこない。私も実は、私ごとではありますが、娘が二人おりますが、その娘たちに言

われることは、お父さんお母さんが亡くなったら、お金を私たちに残すことはないけども、家を壊

すお金だけは残してくださいと言われております。やはり帰ってくる子供たちがいない中では、空

き家になるという実態は、どんどん増えていくのかなと感じます。また、これにおいて空き家対策

の、空き家再生等推進事業というのか、そういうものが国として行なっている現状もあります。こ

れは実態としてあることなので、ちょっと申し述べさせていただきますが、地方公共団体や民間事

業者などが、空き家を宿泊施設や地域のコミュニティーベースに作り替えて再利用する場合や、防

犯上危険な廃屋を撤去する場合などに、国や地方公共団体が費用を補助する空き家再生等推進事業

が活用されているということです。同事業は、地域住宅交付金の基金事業に位置づけられており、

国庫負担割合は２分の１で、地方公共団体が補助する場合には、民間事業も補助の対象となり、さ

らに空き家住宅の習得費や所有者を特定するための研修も補助の対象となるということです。また、

１戸１棟から補助の対象となる。また、活用事業タイプ場合は、空き家住宅だけではなく、廃校舎

や店舗など空き建築物も対象になるということであります。それぞれの地域の事情に合わせて、空

き家を再利用することにより、地域の活性化や地域コミュニティーの維持、再生、治安、防災対策

等の効果が期待できる。また、これは私たちせたな町においても、先進事例を参考にしつつ、空き

家再生等推進事業を積極的に活用して、各地域のせたな町の特性を生かした地域活性化につなげる

空き家対策をするべきかと、私は思いますが、その点についてまた、町長に答弁をお願いしたいと

思います。
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○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） それでは２回目の質問にお答えをいたします。

空き家の問題、全国的に大変大きな問題となってきてまいりました。基本的なことから申し上げ

ますと、これは個人の財産でございます。従いまして、所有者が責任を持って処理をする、処分を

する。あるいは再利用するということが基本だろうと思っておりますが、それでもそうにはならな

い住宅もあると思っております。最終的には、調査をしてみなければはっきりとは言えません、し

かし、まちとしては調査をした段階で、その空き家の状況にもよりますし、その将来使うために空

き家になっているのかどうかということもすべて調査をしてみなければわかりませんが、そうした

ことでこれからも放置される可能性が強い状況でありますと、順序としてこれは、当然条例を作ら

なければならないわけでありますが、所有者に対して指導をすると。あるいは勧告をすると。さら

にもう少し強くなりますと、命令をするという状況が当然出てくるものと思います。それでも従わ

ない場合、強力に解体等を促すことになるわけですが、これは場合によっては公表すると。あるい

は罰則を課すと、さらには代執行をするということなども当然視野に入れなければならないと思い

ます。こうした状況の中で、議員おっしゃいましたように、国の再生推進事業等をご紹介されまし

たが、そうしたことで再利用できるというものも当然あるかと思いますが、しかしそれも調査して

みなければわかりませんが、必ずしも全部が全部こういった利用が可能ということでは決してない

だろうと思っております。従いまして、先ほども申し上げましたように十分調査をさせていただい

て、今後の対応を検討するということになるのではないかと思います。今の時点で答えられるのは、

その程度ではないかと思っておりますので、ご理解願いたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 澤田議員。

○８番（澤田光子君） ３回目の質問をさせていただきます。

実は、空き家等対策の推進に関する特別措置法案というものが今回の国で出されるという情報を

得ました。その理由として、適切な管理が行われていない空き家等が防災、衛生、景観等の地域住

民の生活環境に深刻な影響を及ぼしていることに鑑み、地域住民の生命、身体または財産を保護す

るとともに、その生活環境の保全を図り、あわせて空き家等の活用を促進するため、空き家等に関

する施策に関し、国により基本指針の策定、市町村による空き家等対策計画の作成、その他の空き

家等に関する施策を推進するために必要な事項を定めることにより、空き家等に関する施策を総合

的かつ計画的に推進する必要がある。これがこの法律案を提出する理由である。ということで、今

回提出される見込みとなっておりますが、今町長が言われたように、早めの調査をしなければわか

らないという実態があるということ。また、私はこの法案が出る前に実際に思っていたことは、や

はり、せたな町としてその条例を早めに作っていかなければ、この空き家対策というのは、なかな

か手の付けれない部分がありますので、その条例の中に今言われたように、勧告とかそういう中の

しっかりした、せたな町としての条例を早めに作っていただきたい。そして、それに基づいたやり

方をしていただきたいと思っております。そういうことで、今町長が言われた中で、もう一度、再

度この条例それから調査をいつの時点からするのかという具体的な答弁をお願いしたいと思いま

す。

○議長（菅原義幸君） 町長。
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○町長（高橋貞光君） 最後の質問、３回目の質問にお答えをいたします。

議員おっしゃるとおりこの空き家の問題、様々な問題、課題を抱えているのは事実でございまし

て、その解決が急がれるという思は私も一緒でございます。まず空き家等の施策を推進する新たな

法律が提案されるということでございますが、そうしたことも含めて条例を早めに作ってほしいと

いうこともございました。私たちも当然できるだけ早くこの条例を作って、有効な対策をしたいと

考えております。やはりなんと言いましても条例を作るためには、しっかり調査をしてその根拠を

明らかにしなければならないということがございます。その調査はいつかということでございまし

たが、これは新年度の２６年度に、早速取りかかりたいと。その結果を見ながら条例制定を進める

ことになろうかと思います。国もいろいろ新たな施策を出すということが今後期待されますので、

そういった状況を見ながら有効な対策を打ってまいりたいと考えているところでございまして、ご

理解を願いたいと思います。

○議長（菅原義幸君） ただいまから昼食休憩に入ります。

再開は午後１時といたします。

休憩 午前１１時５１分

再開 午後 １時００分

○議長（菅原義幸君） 休憩を解きまして会議を再開いたします。

町長から発言を求められております。

町長。

○町長（高橋貞光君） 先ほどの一般質問の中で、本多議員からの質問の答弁で、私、檜山管内３

３ヵ所で研修が可能という話をいたしましたが、これは檜山管内ではなくて、せたな町内で３３ヵ

所ということで、檜山管内もそういった体制をとっておりますので、相当の数受け入れ可能という

ことでございますので、訂正させていただきます。

○議長（菅原義幸君） それでは午前に引き続きまして、一般質問を行います。

５番、熊野主税議員。

○５番（熊野主税君） 先に通告いたしました３点の質問について、述べさせていただきます。

まず、１問目です。ふるさと応援寄付について、せたな町にふるさと応援寄附、ふるさと納税を

してくださった方に、せたな産品のお礼をおくることによって、それら寄附金の増額、また、地場

産品の消費、宣伝に繋がると思うが、町長の見解をお聞かせください。また、応援寄附をしやすく

するために、寄附金の上限額の試算、確定申告の仕方等、相談を受けるようにすることも有効と考

えるが如何か。それについて答弁を求めます。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） それでは熊野議員の質問にお答えをいたします。

ふるさと応援寄附、いわゆるふるさと納税につきましては、平成２０年の地方税法改正によって

導入されました制度で、このふるさとの定義は特にないようでありますが、生まれ育ったまちや転

勤などで以前に住んだことがあるまち、観光や出張などで印象に残ったまちなど、それらの地方公
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共団体に寄附することで地方を応援するというものでございます。寄附金のうち２，０００円を差

し引いた額について、住民税所得割額の概ね１割を上限に、所得税と合わせて全額が控除されるこ

とになっております。また、寄附者が納付先や使い道を指定できるということも特徴となっており

ます。本町におきましては、ホームページでふるさと応援寄附の仕組みや寄附の方法、申込書など

を掲載してＰＲに努めておりますが、これまでの実績は平成２０年度は１０件、８５万５，０００

円、２１年度は９件、３４７万円、２２年度、４件、２５３万円、２３年度、６件、２２３万５，

０００円、２４年度、６件、２０９万５，０００円、２５年度、５件、１１３万円となっておりま

す。せたな町の特産品をお礼として贈ることで、寄附金の増額、地場産品の消費拡大やＰＲに繋が

るのではないかとの議員からのご質問でございますが、道内では特産品を贈っているのは、１７９

市町村のうち約３割の５８市町村となっており、寄附者へのお礼として特産品を贈るなどの特典に

ついては、賛否両論あるところでございます。寄附本来の精神から懸け離れているなどの理由によ

って、７割の自治体では行っていないという実態であります。ご提言の、特産品を贈ることにより

地場産品の消費拡大やＰＲに繋がるという点では私も考えは同じでありますが、今後、内部で協議、

検討をした上で、議会とも相談させていただきながら判断をしてまいりたいと考えていることで、

ご理解をいただきたいと考えております。

また応援寄付をしやすくなるための上限額の試算であるとか、申告の仕方、相談を受けるように

ということでございますが、これらも今のところ寄付をしていただいた方にはこの辺のこともよく

お話をしておりますし、また相談を受けるというようなことがありましたらしっかりと説明をして

まいりたいと思っております。

○議長（菅原義幸君） 熊野議員。

○５番（熊野主税君） 町長の答弁では検討するということなので、これ以上深く追求する何物も

ないんですが、町長言われるとおり、２，０００円を負担金というか、２，０００円を除いたほか

の部分には、ほぼ１割強くらいの納税であれば、全額戻るという考えからいくと、逆に言うとふる

さと納税してくださった方にしてみれば、２，０００円をということになると、この２，０００円

をふるさとの物でカバーしてあげれば、ほぼ全額戻る理屈にもなりますし、私たちのまちの、おそ

らくは、ほかのまちのやり方見ても、いろんな条件を付けて、いろんな産品を並べてチョイスして

いただく形になろうかと思うんですが、その場合にも納税だけじゃなくて、ほかの意味でもＰＲに

なるんじゃないかなというのが１点であります。それと、先ほど実績を２０年度からのを聞かせて

いただきましたけれども、だいたい横並びだという思いと、ここには多額に出してくださる方が、

毎年１名ないし２名、３名いたと記憶してますので、金額的にはなんですが、実際からいうふるさ

と納税からいくと、かなり応募数は多くはないほうだと私は思いますので、いろんな手立てをして、

うちのまちの応援をしたい。かなりの多額の納税をいただいている市町村あると聞きますので、ぜ

ひ検討するという形ですから、先には行ってくださると思うんですが、その辺も含めて先ほど言っ

ていた申告の仕方とも、ほかのところでは、実際１割とはいってますけども１割強だとかと、所得

によって随分算定の仕方が多少ずれるというので、その辺の一番適した納税率、納税額というのは

どれくらいかということも算定しているところもあるやに聞きますんで、その辺までも検討してい

ただきたいと思うんですがその辺のところの答弁をお願いします。
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○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） ２回目の質問にお答えをいたします。議員おっしゃるように２，０００円

の部分がこれは負担になるというようなことで、それ以外については税を相殺するということにな

いますので、そういうことでございますが、ただ今、特産品を贈っておられる３割の５８市町村の

状況を見ますと、２，０００円程度では全然効果がないというようでございます。やっぱりお得感

といいますか、そういったものが必要だということで、道内で数千万単位、１，０００万単位ある

いは億を超えている市町村もありますが、これは相当な金額をバックしている、贈っているという

ことになりますので、もしやるとしたらそういったことを十分考えながら、ふるさと納税というよ

りも、むしろ特産品の消費拡大、ＰＲということに徹底して追求していくと。従いまして、この税

の趣旨からは相当外れるということになると思っております。ただこれは税法上違反にはなりませ

んので、それは考え方だと思いますが、多分いろいろ賛否両論あると考えておりますから、慎重に

検討をしていかなければならないと思っております。これはそういうことでございます。それから

先ほどの二つ目の応援寄付をしやすくなるために、いろいろ相談を受けてはどうかということでご

ざいますが、これも難しいのは、これも税の特長でありますが、住民税所得割の額の１割というこ

とになっておりますので、所得がどの程度あるか、その年の所得がどの程度になるかということが、

わからないと、なかなか回答しづらいということもございます。そういったことでありますので、

その辺も十分気をつけながら納税者、ふるさと応援をしていただける方々に対しては、相談をして

いきたいと考えております。ご理解いただきたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 熊野議員。

○５番（熊野主税君） 先ほどまでの質問については、これからいろいろ検討があるということで

お話をされました。そのように多岐にわたって相談しながら進めていただければありがたいと思い

ます。

２問目に移らせていただきます。災害時のＳＮＳの利用による情報伝達について、災害時におい

て情報収集による情報把握は大変重要です。そのためには様々な通信手段、伝達方法がありますが、

ＳＮＳの有効性が注目されております。長野県佐久市では今年２月１４日から１５日の大雪でツイ

ッターによる積雪情報、交通状況情報収集の例に大雪対策でネットを活用した好例とニュースにあ

りました。この例はツイッターでしたが、ラインやフェイスブック、どのようなアプリがいいのか、

また、メーリングリストでやるのがいいのかといういろんな意味で、災害時に活用できるように早

いうちに取り組まなければならないと考えますが、町長の見解をお聞かせ下さい。

○町長（高橋貞光君） ２問目の質問にお答えをさせていただきます。

近年我が国では、ゲリラ豪雨と呼ばれる局地的な短時間豪雨による大雨災害、これらによる土砂

災害、また、本年２月の南岸低気圧による関東地方を中心とした大雪災害など、異常気象といわれ

る様な特異な気象による大規模災害が数多く発生をしています。当町におきましても、毎年のよう

に大雨による被害を受けるなど、テレビ等で報道される被災地の様子は、決して他人事はなく、い

つ我が身に降りかかる災害となるかもしれないと、気を引き締めるところでございます。当町にお

いては、住民への情報伝達手段として防災行政無線、緊急速報エリアメール、まちのホームページ、

北海道防災情報システムの公共情報コモンズと連携したテレビ、ラジオからのニュース速報などが
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整備されております。議員ご提案のソーシャルネットワーキングサイトを活用した情報伝達は、先

ほど申し上げた防災行政無線等とは異なり、住民からのリアルタイムでの情報提供が可能、いわゆ

る双方向での即応性に長けている部分があるとして、大規模災害の際に、地域住民相互の情報交換

手段としてＳＮＳが活用され、大きな効果を上げているということは承知しております。しかしな

がら、このソーシャルネットワーキングサイトは一つ間違えると、誤った情報の拡散、言葉尻をと

らえたいわれなき誹謗中傷、いわゆるネット炎上を招くなど、それなりのリスクを伴うことも、広

く知られているところであります。これらのリスクマネジメントを適切に行いながら、議員ご提案

のとおり、有効な情報伝達、情報収集手段としてのＳＮＳの活用を検討して参りたいと考えている

ことでご理解をいただきたいと思います。

○議長（菅原義幸君） 熊野議員。

○５番（熊野主税君） 今の私たちのせたな町で、町長が政策でやっていただきました、光通信網

が隅々まで整備されている状況。それから各公共施設には携帯電話通信会社によるワイファイ環境

は昨年から供用されております。この環境は、普段設置した通信会社の端末機器が無料で使えると

いう条件で、他社の端末は残念ながら有料だということですが、災害時には通信会社を問わず携帯

電話、スマホ、ワイファイ環境で端末機器がすべて使えるようになっているというインフラの整備

が進んでいるまちだと私は思っております。今、町長が言われたように音声による緊急通報の障害

が発生した場合、このソーシャルネットワーキングシステム、これ自体送受信を実際にやっていか

ないとどのような問題が起きるかということは、見当がつかないことがある。多岐に問題があると

ことは今から言われておりますけども、実際にはどんな問題点があるか。また、確かに無条件で災

害のときには、端末を各公共施設に付けてくださった通信会社はあるんですけど、実際どのように

運営できるかどうかというのも検証もまだされてません。そんなこともありまして、せっかくイン

フラがほかのまちよりも先んじてやってるんですから、その中の共用する面でも先行してやってい

くということになるとすれば、早いうちに試行をする、運用をしていかないとそのルールをどう決

めていっていいのか、どのように皆さんからの情報伝達を受けて、また、逆にまちの方からどのよ

うに伝達ができるかということを早いうちにやっていかないと、結果、１番使いたいときに用をな

さないというか、うまく運用できないんじゃないかという危惧がございますので、その辺を考えた

取り組みをどのようにしていくか、町長のお考えをお聞きいたします。

○議長（菅原義幸君） 町長。

○町長（高橋貞光君） 実は、ソーシャルネットワーキングサイトの活用につきましては、総務課

の広報統計係で、これは昨年の選挙前の話でありますが、これは前副町長からの指示もございまし

て、せたな町としてこの活用について担当者レベルで検討するようにということで、検討させてい

る状況、経過がございます。また、他の自治体の例をとりましても、これは自由に使わせるという

ことではなくて、運用ポリシーであるとか活用のガイドラインというものを、きちっと作成をして、

運用している状況にありますから、当町におきましても、同様にこうした原案の作成を進めている

ところであります。こうしたせたな町の方針を固めた段階で、防災情報につきましても運用してま

いりたいと考えております。運用される時期はいつなんだという、この次の質問にあるような気が

しますので、先にお答えしておきますが具体的な時期は未定であります。しかし、リスクマネジメ
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ントに関する事項について、協議が整い次第、公式アカウントの取得手続きを進める。これについ

ては担当の話では１ヶ月程度で出来るということでございますので、その前のリスクマネジメント

に関する事項の協議、これらを急いでなるべく早い時期に開設できるように進めてまいりたいと考

えておりますことでご理解を願います。

○議長（菅原義幸君） 熊野議員。

○５番（熊野主税君） 早いうちに取り組むということなんで、次の質問に移らせていただきます。

３問目です。児童、生徒の携帯電話、スマートフォン等の利用状況と指導についての質問であり

ます。教育長の今回の教育行政執行方針の中でも、児童、生徒の携帯電話やスマートフォンなどの

トラブル等についてその指導に触れております。せたな町でも新年度からＩＣＴ教育が始まります

が、ほかの市町村ではパソコンを家庭に持ち帰らせている学校があると聞きます。このようなネッ

トワーク社会の真っ只中で生活していかなければならない子どもたちへの指導が大変重要になっ

てくると考えます。そこで、１、児童、生徒の利用状況。２、問題になった事例はあるか。３、具

体的な対策、指導法。以上３点についての質問をいたします。

○議長（菅原義幸君） 教育長。

○教育長（成田円裕君） 熊野議員のご質問にお答えいたします。

ご質問１点目の児童生徒の利用状況ですが、町教育委員会では全学校に対する一斉調査は行って

おりません。このため、学校が独自に調査した結果を申し上げさせていただきます。

中学生の携帯電話やスマートフォンの所持率は２５％、生徒２３７名のうち５９名が所有してお

ります。ただし、学校への持ち込みは禁止しております。生徒に対しましては、利用に関する啓発

リーフレットの配布や、外部講師を招いた安全利用の教室を開催するなどして、利用方法や個人情

報の適切な管理などについて指導しております。保護者に対しましては、入学説明会やＰＴＡ総会

などにおいて、携帯電話の必要性の有無やフィルタリング、利用時間、使用ルールなどを決めて使

用することをお願いしております。

小学生につきましては、所持率の調査は行っておりませんが、少数の所持者が見受けられます。

学校への持ち込みについては、中学校と同様に禁止をしております。児童に対しましては、啓発

資料の配布や全校集会、総合学習の時間、ホームルームにおいて指導しております。保護者に対し

ましては、学校だよりや、ＰＴＡ研修会、講習会においてフィルタリングなどの安全利用について

周知、啓発をしております。

２点目の問題になった事例ですが、小学生においてはありませんが、中学生において少数ではあ

りますが、メールやラインにおいてお互いの感情を害する書き込みの事例があり指導しております。

また、フェイスブックやライン、ツイッターなどで個人情報を発信してしまうなどの利用をして

いた生徒に対して指導し、やめさせたという事例もありました。

３点目の具体的な対策、指導方法ですが、北海道教育委員会においては、児童生徒によるネット

上の不適切な書き込みが後を絶たず、いじめや福祉犯罪被害に発展する恐れもあることから、民間

業者に委託してネットパトロールを実施しております。不適切な書き込みを発見した場合は、当該

市町村の教育委員会へ連絡があり、昨年５月からは、各学校においても北海道教育委員会の定める

ガイドラインに基づき、ネットパトロールを新たに実施する運びとなりました。教育委員会としま
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しても、北海道教育委員会からの通知を受け、５月１３日に開催した校長会議、並びに教頭会議に

おいて実施するよう指示したところであります。各学校の実施状況を申し上げますと、学校ネット

パトロールは、９月末と３月末の年２回、教育委員会に報告することになっております。９月末の

結果報告では、延べ７６名の教職員がこれに携わり、実施回数で５４回、実施時間で４８時間とな

っております。特に、問題となる書き込みは見受けられなかったとの報告を受けております。

また、せたな地区防犯協会からは、昨年、町内の全小中学生、高校生に対しまして、携帯サイトの

利用に対する注意や、フィルタリングの活用を啓発するクリアファイルを配付していただきました。

児童生徒を含め、青少年の育成にご貢献いただいておりますことに感謝を申し上げます。教育委員

会といたしましては、子どもたちが携帯電話のメールやインターネットを利用する機会が近年、急

激に増加してきており、子どもたちの生活スタイルや人間関係において多大な影響を及ぼす恐れが

あると考えております。今後も、北海道教育委員会との連携を十分に図るとともに、学校における

ネットパトロールの実施状況を把握し、学校に対して必要な指導助言と情報提供に努めてまいりま

す。また、ネットパトロールの検索技術の向上や最新の情報など、教職員や保護者が学習できる機

会の充実に努めてまいりたいと考えております。

○議長（菅原義幸君） 熊野議員。

○５番（熊野主税君） 今、教育長がおっしゃったとおりです。いろんな問題がありまして、かと

いってこれについての特効薬があって、こうすれば大丈夫ということも実はありません。ただ、先

ほどの質問ともリンクするんですけども、現状でもそうですし、今の子供たちのこれからの環境を

考えれば、それらのことを無視して生きていくことにはなりません。間違いなくそういうネットワ

ークの社会の中に、どっぷり浸かってこれからもやっていかなければならないと思います。そこで、

もう一つお聞きしておきたいことあるんですが、携帯電話、スマートフォンの関係でお話をいただ

いたんですけども、もしわかりましたら、児童生徒方が家庭に帰ってからパソコンをいじっている

のかどうかというデータがありましたら教えていただきたいと思います。それと、今言ったとおり

大変難しい問題だと言ったものの、これからずっと彼らは避けて通れないネット社会なので、ここ

の海は危険だから泳ぐなではなくて、そこの海で泳がせるためにはどうするかという考え方も必要

かと思います。ですから事あるごとに、ネットの利用する便利さ、逆にその問題点。どんな危険性

をはらんでいるかといった、情報のモラルを学校それから保護者いろいろな方と連携しながら、と

にかく使うんじゃない、するんじゃない、触るんじゃないではなくて、触った時に、いじった時に

やらなきゃないときには、きちんとした常識ある正常な運用、使用できるようなことを事あるごと

にやっていただきたいと思いますが、その辺についても答弁をよろしくお願いいたします。

○議長（菅原義幸君） 教育長。

○教育長（成田円裕君） まずはじめにパソコンの利用状況と使用数についてでございますけれど

も、小中学校における児童生徒のパソコンの所有者数でございますけれども、学校独自で調査して

いる数値となります。調査してない学校もありますので、ご了承を願いたいと思います。初めに中

学校ですが、大成中学校は４５人のうち２３人。５１．１％が所有しております。瀬棚中学校は、

未調査でございます。北檜山中学校は１０９人のうち６４人。５８．７％が所有しております。次

に小学校です。久遠小学校と瀬棚小学校は未調査でございます。小倉山小学校は５人全員で１０
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０％になります。玉川小学校は８人のうち６人で７５％が所有しております。北檜山小学校は、５、

６年生だけの調査でございます。４７人中２８人。５９．６％が所有しております。若松小学校は

７人のうち５人。７１．４％が所有しております。馬場川小学校は３人とも所有で１００％になっ

ております。未実施校を除く７校合計では、２２４人のうち１３４人。５９．８％ということで、

このデータを見る限り、約６割の児童生徒がパソコンを所有している状況にございます。

次に、それぞれスマートフォンとか携帯でのいろいろな危険性ということでございますけれども、

まず初めに全国の携帯電話のスマートフォンの所持率がございまして、小学生は３６％、中学生が

５２％、高校生になりますと９７％ということでございまして、先般、檜山北高にも確認したとこ

ろ、高校生になると爆発的に所持率が上がりまして、約９９％ほどの所持だというようなことでご

ざいます。年齢に応じてだんだん高くなるという傾向がございます。先ほどの学校独自の調査と比

較しますと、全国に比べて当町の生徒の所持率は、どちらかといえば低い傾向にあるんじゃないか

と思いますけれども、ただし、パソコンについては６割を超えてるといるような状況にございます。

所有している理由については、いろいろあるのでしょうけれども保護者が我が子に携帯やパソコン

を買い与えているという状況にございますので、当教育委員会といたしましては、平成２１年度の

文部科学省の通知にございます学校への児童生徒の携帯電話の持ち込みについては、原則禁止とい

う指導に当たっているというところでございます。しかし、先ほど議員もご指摘ございましたけれ

ども、それだけで問題の根本的な解決になると思っておりません。児童生徒に正しい知識と使用方

法を学ばせることが重要だと認識をしているところでございます。特にラインなどのグループコミ

ュニケーションアプリ、それとメールなどによるトラブルにつきましては、通常のいじめであれば、

周囲の目もあり歯止めが掛かるところでございますけれども、こうしたサイバー空間における１対

１、またはグループ間というような世界でのいじめは発覚しにくいというようなことがございまし

て、非常にエスカレートしやすいともいわれております。担任の教師であっても、その実態把握が

非常に困難だということも聞いておりますが、先生方にはできるだけアンテナを高くしていただき、

その兆候などがあったときには、速やかに保護者の協力のもとで、その実態把握に努めていただい

ているところでございます。したがってグループコミュニケーションアプリやメールなどによる友

人間での感情のもつれ、または不適切な書き込みによる誹謗中傷などがあったときには、いじめ自

殺などの重大事故に繋がりかねないことがございますので、学校、保護者それと北海道教育委員会

など関係機関と連携をしながら、危機感を持って迅速に対応していきたいと考えております。また、

インターネット上のトラブルに対する対策でございますけれども、ネットパトロールの実施につい

ては、今後も継続して実施するよう各学校に指導してまいります。それと北海道教育委員会で実施

しております。保護者と教員向けのインターネット検索技術の向上、それと先のネットトラブルの

傾向などの知識の習得のための研修会にも積極的に参加するようお願いしていく考えでございま

す。いずれにいたしましてもネット上のトラブルは、いじめや犯罪に発展する恐れがありますので、

ホームルーム総合的な学習時間などを通して、ネットに依存せず小中学生としてふさわしい人間関

係を持つことの大切さを指導するよう各学校に、お願いをするというようなことでございます。ま

た、保護者の方々には、協力を得まして、通信事業者が提供しております有害サイトへのアクセス

を制限する。いわゆるフィルタリングを必ず携帯、スマートフォン、パソコンなどに設定するよう
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お願いして対応を図ってまいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（菅原義幸君） 以上で一般質問を終わります。

   ◎散会宣告

○議長（菅原義幸君） 以上で本日の議事は終了しましたので会議を閉じます。

予算審査特別委員会が終了するまで休会といたします。

本日はこれにて散会といたします。

ご苦労さまでした。

散会 午後 １時３７分
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開議 午後 ３時１０分

   ◎開議宣告

○議長（菅原義幸君） 皆さん、ご苦労様です。

ただ今の出席議員１２名で定足数に達していますので定例会を再開いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付したとおりです。

    ◎日程第１ 諸般の報告

○議長（菅原義幸君） 日程第１、諸般の報告は、お手元に配付したとおりでございます。

   ◎日程第２ 行政報告

○議長（菅原義幸君） 日程第２、行政報告を行います。

町長から行政報告の申し出がありますので、これを許します。

町長。

○町長（高橋貞光君） それでは本年４月以降の医師体制についてご報告を申し上げます。町立国

保病院につきましては、森院長中心に内科、外来を原田先生、現在、育児休業中で４月下旬から復

職予定の小林理望先生、昨年１０月から嘱託医として勤務しております遠藤先生、小林久倫先生に

は引き続き勤務していただけることになりました。また、瀬棚及び大成診療所につきましては町政

執行方針で申し上げましたとおり、村中所長、小六所長に引き続き勤務していただけることとなっ

ております。両所長に改めて感謝とお礼を申し上げる次第でございます。

以上、本年４月からの医師体制についてご報告を申し上げます。

○議長（菅原義幸君） これで行政報告を終わります。

◎日程第３ 予算審査特別委員会委員長報告

○議長（菅原義幸君） 日程第２、予算審査特別委員会に付託した議案第１号から第１１号までと

議案第２７号から第３６号までの予算審査特別委員会における審査について特別委員会委員長の

報告を求めます。

小平委員長。

○７番（小平 久君） ただいまの件について本議会定例会初日の３月５日、本予算審査特別委員

会に付託された平成２６年度各会計予算、議案第１号から議案第１１号までと関連条例案等、議案

２７号から議案第３６号までの２１件について、予算審査特別委員会の審査結果をご報告申し上げ

ます。当特別委員会は３月１３日、１４日に委員会を再開し、各会計歳入歳出予算書及び附属書類

について説明を受け、質疑を行い慎重かつ精力的に審査した経過において、議案２１件はすべて原

案可決と決定いたしました。

議長に進言いたします。当特別委員会は議長を除く１１名で構成されており、審議は十分に尽く

されておりますので、全２１議案とも質疑を省略し、討論採決に入られることを進言して、せたな

町議会予算審査特別委員会の審査報告といたします。
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よろしくお願いします。

○議長（菅原義幸君） ただいまの予算審査特別委員会委員長報告は、全２１議案を原案可決と決

したとするものでございます。

また、特別委員会は議長を除く１１名で構成され、審査は十分に尽くされているので、質疑を省

略し、討論、採決に入られたいとの進言がありましたので、委員長進言どおり取り進めたいと思い

ます。

◎日程第４ 議案第２７号

○議長（菅原義幸君） 日程第４、議案第２７号 せたな町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第２７号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第２７号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第５ 議案第２８号

○議長（菅原義幸君） 日程第５、議案第２８号 せたな町税条例の一部を改正する条例について

を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

議案第２８号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第２８号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第６ 議案第２９号

○議長（菅原義幸君） 日程第６、議案第２９号 せたな町健康で安心して暮らせるまちづくり条

例の一部を改正する条例についてを議題といたします。

これより討論を許します。
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（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第２９号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第２９号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第７ 議案第３０号

○議長（菅原義幸君） 日程第７、議案第３０号 せたな町産業担い手育成条例の一部を改正する

条例を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３０号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３０号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第８ 議案第３１号

○議長（菅原義幸君） 日程第８、議案第３１号 せたな町国民宿舎条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３１号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３１号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第９ 議案第３２号

○議長（菅原義幸君） 日程第９、議案第３２号 せたな町防災行政用無線施設管理条例の一部を
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改正する条例についてを議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３２号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３２号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１０ 議案第３３号

○議長（菅原義幸君） 日程第１０、議案第３３号 せたな町営農用水道等給水条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３３号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３３号は原案のとおり可決いたしました。

    ◎日程第１１ 議案第３４号

○議長（菅原義幸君） 日程第１１、議案第３４号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

これより討論を許します

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３４号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３４号は原案のとおり可決いたしました。
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◎日程第１２ 議案第３５号

○議長（菅原義幸君） 日程第１２、議案第３５号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

これより討論を許します

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３５号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３５号は原案のとおり可決いたしました。

◎日程第１３ 議案第３６号

○議長（菅原義幸君） 日程第１３、議案第３６号 指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。

これより討論を許します

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３６号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３６号は原案のとおり可決いたしました。

◎日程第１４ 議案第１号

○議長（菅原義幸君） 日程第１４、議案第１号 平成２６年度せたな町一般会計予算を議題とい

たします。

これより討論を許します。

最初に反対討論はございますか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 次に賛成討論を許します。

本多議員。

○２番（本多 浩君） 私は平成２６年度一般会計予算に対し賛成討論をいたします。

前年対比７．２％となる総額８８億９，１９１万５，０００円は高橋町政３期目のスタートとして

の積極予算として評価いたします。
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懸案であった消防庁舎建設や保育料の引下げによる子育て支援策の拡充、また水産物保冷施設建

設など本町経済活性化に前向きに取組まれていると認めるところであります。

地方交付税の一本算定を間近に控え、財政基盤の確立を目途とする各基金造成など、課題は山積

しておりますが、町民一人一人の目線に立った安心、安全な町政を議会、職員と一丸となって実現

するよう期待し、賛成討論といたします。

（「よし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） ほかに討論希望ございますか。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第１号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第１号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１５ 議案第２号

○議長（菅原義幸君） 日程第１５、議案第２号 平成２６年度せたな町国民健康保険事業特別会

計予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第２号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第２号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１６ 議案第３号

○議長（菅原義幸君） 日程第１６、議案第３号 平成２６年度せたな町後期高齢者医療特別会計

予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第３号について採決いたします。

お諮りいたします。
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本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第３号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１７ 議案第４号

○議長（菅原義幸君） 日程第１７、議案第４号 平成２６年度せたな町介護保険事業特別会計予

算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第４号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第４号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１８ 議案第５号

○議長（菅原義幸君） 日程第１８、議案第５号 平成２６年度せたな町介護サービス事業特別会

計予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第５号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第５号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第１９ 議案第６号

○議長（菅原義幸君） 日程第１９、議案第６号 平成２６年度せたな町簡易水道事業特別会計予

算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。
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これより議案第６号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第６号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第２０ 議案第７号

○議長（菅原義幸君） 日程第２０、議案第７号 平成２６年度せたな町営農用水道等事業特別会

計予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第７号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第７号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第２１ 議案第８号

○議長（菅原義幸君） 日程第２１、議案第８号 平成２６年度せたな町公共下水道事業特別会計

予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第８号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第８号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第２２ 議案第９号

○議長（菅原義幸君） 日程第２２、議案第９号 平成２６年度せたな町漁業集落排水事業特別会

計予算を議題といたします。

これより討論を許します。
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（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第９号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第９号は原案のとおり可決いたしました。

     ◎日程第２３ 議案第１０号

○議長（菅原義幸君） 日程第２３、議案第１０号 平成２６年度せたな町風力発電事業特別会計

予算を議題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第１０号について採決いたします。

お諮りします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第１０号は原案のとおり可決しました。

     ◎日程第２４ 議案第１１号

○議長（菅原義幸君） 日程第２４、議案第１１号 平成２６年度せたな町病院事業会計予算を議

題といたします。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

これより議案第１１号について採決いたします。

お諮りいたします。

本案について原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、議案第１１号は原案のとおり可決いたしました。

◎日程第２５ 意見案第１号

○議長（菅原義幸君） 日程第２５、意見案第１号 ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡
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充を求める意見書を議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

熊野議員。

○５番（熊野主税君） 意見案第１号、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意

見書案を提出するにあたり、提出理由を述べさせていただきます。我が国においてウィルス性肝炎

は国の法的責任は明確になっておりますが、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は、現在Ｂ

型・Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的としたインターフェロン治療と、Ｂ型肝炎の核酸アナログ製剤

治療に限定されているため、医療費助成の対象から外れている肝硬変・肝がん患者は高額の医療費

を負担せざるを得ないだけでなく、就労不能の方も多く生活は困窮をきわめている現状です。現在

は肝硬変を中心とする肝疾患も障害認定の対象とされているものの、医学上の認定基準がきわめて

厳しいため、肝炎患者に対する生活支援に実効性を発揮していないとの指摘がなされているところ

であります。平成２３年１２月特定Ｂ型肝炎ウイルス感染者給付金等の支給に関する特別措置法の

制定時、肝硬変及び肝がんの患者に対する医療費助成を含む支援の在り方について検討を進めるこ

ととの附帯決議がなされましたが、国は何ら新たな具体的措置を講じておりません。肝硬変・肝が

ん患者は毎日１２０人以上の方々が亡くなっており、医療費助成を含む生活支援の実現は一刻の猶

予もない課題であります。よって政府は下記事項を実現するよう強く要望します。

１、ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。２、身体障害者福祉法上

の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定制度にすること。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書案を提出したく、議員各位の賛同をよろしくお願

いいたします。

（「よし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。

質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

お諮りいたします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第１号は可決され関係機関に送付することに決定いたしました。

◎日程第２６ 意見案第２号

○議長（菅原義幸君） 日程第２５、意見案第２号 国益なきＴＰＰ合意に断固反対し、国会決議

の遵守を求める意見書を議題といたします。
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提案理由の説明を求めます。

本多議員。

○２番（本多 浩君） 国益なきＴＰＰ合意に断固反対し、国会決議の遵守を求める意見書案につ

いて内容の説明を行います。ＴＰＰ交渉は、ことし２月のＴＰＰ閣僚会合においても、実質合意は

見送られました。しかしながら４月のオバマアメリカ大統領の訪日までに、実質合意、原則合意の

道筋を付け日米首脳会談において、日本側が新たな情報を行うことが強く懸念されています。ＴＰ

Ｐは聖域なき関税撤廃と、一部の多国籍企業に都合のよいルール改正や規制緩和を同時に進める危

険な協定であります。特に農林水産業が基幹産業となっている北海道並びに本町において、重要農

畜産物５品目などの関税撤廃や関税引き下げが行われた場合は、持続的に農林水産業に取組むこと

は困難となり、自然環境と地域社会の崩壊を招くことは自明の理である。こうした中で、日本政府

が、国会や国民全体に対して十分な情報提供がないままに、アメリカからの完全かつ包括的な自由

化要求に応じ、国会決議を逸脱するような譲歩を行うことは断じて容認できず、国益を損なうＴＰ

Ｐ合意には断固反対である。また、国会決議を守れない場合は、ＴＰＰ交渉から脱退すること強く

要望するものであります。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書案を提出するものであり、議員各位の賛同をよろ

しくお願いいたします。

（「よし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 説明が終わりました。質疑を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 質疑を終わります。

これより討論を許します。

（「なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 討論を終わります。

お諮りいたします。

本案について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）

○議長（菅原義幸君） 異議なしと認めます。

よって、意見書案第２号は可決され関係機関に送付することに決定いたしました。

◎日程第２７ 発議第１号

○議長（菅原義幸君） 日程第２７ 発議第１号を議題といたします。三常任委員会委員長及び議

会運営委員会委員長から、お手元に配付のとおり議会閉会中における継続調査の申し出がありまし

た。

お諮りいたします。

申し出のとおり議会閉会中の継続事務調査の件を承認したいと思います。

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と言う者あり）
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○議長（菅原義幸君） 異議なしと認め、本件は申し出のとおり承認することに決しました。

    ◎閉議宣告

○議長（菅原義幸君） 以上で本定例会に付議された全ての事件の審議は終了いたしました。

以上で会議を閉じます

    ◎閉会宣告

○議長（菅原義幸君） これをもって平成２６年第１回せたな町議会定例会を閉会いたします。

長時間にわたってご苦労様でした。

閉会 午後 ３時４２分
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